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Ａ
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定
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Ａ
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中
心
と
し
て



( ２ )

は

じ

め

に

ア
メ
リ
カ
に
お
い
て
は
、
一
九
七
八
年
に
起
こ
っ
た
ラ
ブ
・
カ
ナ
ル
事
件
を

(

�)

直
接
の
契
機
と
し
て
こ
の
事
件
の
二
年
後
の
一
九
八

〇
年
に
、
土
壌
汚
染
を
中
心
と
し
た
有
害
物
質
汚
染
に
対
す
る
浄
化
責
任
を
定
め
た

｢

包
括
的
環
境
責
任
対
処
・
補
償
・
責
任
法

(
C

o
m

p
re

h
e

n
siv

e
E

n
v

iro
n

m
e

n
tal

R
e

sp
o

n
se

,
C

o
m

p
e

n
satio

n
an

d
L

iab
ility

A
ct (

�))｣

が
制
定
さ
れ
た
。
そ
の
後
一
九
八
六
年
に

同
法
は
、｢

ス
ー
パ
ー
フ
ァ
ン
ド
修
正
お
よ
び
再
授
権
法

(
S

u
p

e
rfu

n
d

A
m

e
n

d
m

e
n

ts
an

d
R

e
au

th
o

rizatio
n

A
ct)｣

に
よ
っ
て
大

幅
に
修
正
が
加
え
ら
れ
た
が
、
こ
の
二
つ
の
法
律
双
方
を
あ
わ
せ
た
俗
称
が
所
謂
ス
ー
パ
ー
フ
ァ
ン
ド
法
で
あ
る
。
こ
の
ス
ー
パ
ー
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節
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Ａ
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イ
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サ
イ
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３
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範
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５
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発
に
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６

サ
イ
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お
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り

に



( ３ )

フ
ァ
ン
ド
法
は
、
汚
染
の
程
度
が
高
い
サ
イ
ト
に
お
け
る
有
害
物
質
の
放
出
に
関
係
の
あ
る
潜
在
的
責
任
当
事
者
に
対
し
て
、
同
汚

染
サ
イ
ト
の
浄
化
及
び
浄
化
費
用
の
負
担
義
務
を
課
し
た
法
律
で
あ
る
。
連
邦
政
府
は
、
土
壌
汚
染
問
題
を
重
要
な
環
境
問
題
と
し

て
認
識
し
、
こ
の
ス
ー
パ
ー
フ
ァ
ン
ド
法
に
よ
る
規
制
を
中
心
に
そ
の
浄
化
政
策
を
講
じ
て
き
た
。
こ
れ
に
対
し
、
州
レ
ベ
ル
に
お

い
て
も
工
業
化
の
進
ん
だ
州
を
中
心
と
し
て
、
州
法
な
ど
に
よ
る
土
壌
汚
染
の
規
制
が
行
わ
れ
て
き
た
。
な
か
で
も
、
本
稿
の
考
察

対
象
と
す
る
ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
州
は
、
海
岸
線
に
沿
っ
て
多
く
の
化
学
薬
品
工
場
が
存
在
す
る
化
学
産
業
が
発
達
し
て
き
た
州
で

あ
り
、
従
来
か
ら
住
民
に
深
刻
な
影
響
を
与
え
る
環
境
汚
染
に
対
し
て
厳
格
な
法
的
規
制
を
敷
い
て
き
た
。
ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
州

で
は
ま
ず

｢

水
質
汚
濁
管
理
法

(
W

ate
r

P
o

llu
tio

n
C

o
n

tro
l

A
ct (

�))｣

や

｢

固
形
廃
棄
物
処
理
法

(
S

o
lid

W
aste

M
an

ag
e

m
e

n
t

A
ct)｣
(

�)

に
基
づ
い
た
、
地
下
水
等
に
悪
影
響
を
及
ぼ
す
有
害
物
質
の
排
出
の
管
理
お
よ
び
固
形
廃
棄
物
の
発
生
、
運
搬
、
処
理
等
に

お
け
る
有
害
物
質
の
管
理
を
通
じ
て
、
現
に
公
衆
の
身
体
や
健
康
に
深
刻
な
影
響
を
与
え
る
土
壌
汚
染
の
規
制
を
行
っ
て
き
た
。
し

か
し
、
こ
れ
ら
の
法
律
で
は
過
去
に
汚
染
さ
れ
放
置
さ
れ
て
き
た
土
壌
の
浄
化
を
責
任
当
事
者
に
義
務
付
け
る
こ
と
は
困
難
で
あ
り
、

ま
た
浄
化
費
用
に
対
す
る
公
的
資
金
も
不
十
分
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
連
邦
ス
ー
パ
ー
フ
ァ
ン
ド
法
類
似
の
土
壌
汚
染
対
策
立
法
た

る

｢

放
出
補
償
お
よ
び
管
理
法

(
S

p
ill

C
o

m
p

e
n

satio
n

an
d

C
o

n
tro

l
A

ct (

�))｣

が
制
定
さ
れ
た
。
そ
れ
で
も
な
お
、
同
州
に
お
け
る

土
壌
汚
染
に
対
し
て
は
十
分
な
も
の
で
は
な
く
、
土
地
取
引
段
階
で
の
汚
染
サ
イ
ト
の
浄
化
の
義
務
付
け
を
始
め
と
す
る
厳
格
な
法

的
規
制
の
必
要
性
が
さ
け
ば
れ
て
い
た
。
そ
こ
で
同
州
で
は
、
こ
の
よ
う
な
厳
格
な
法
的
規
制
を
取
り
入
れ
た

｢

環
境
浄
化
責
任
法

(
E

n
v

iro
n

m
e

n
tal

C
le

an
u

p
R

e
sp

o
n

sib
ility

A
ct,

以
下
Ｅ
Ｃ
Ｒ
Ａ
と
略
記
す
る)

(

�)｣

や

｢

産
業
サ
イ
ト
回
復
法

(
In

d
u

strial
S

ite

R
e

co
v
e

ry
A

ct,

以
下
Ｉ
Ｓ
Ｒ
Ａ
と
略
記
す
る)

(

�)｣

な
ど
の
土
壌
汚
染
規
制
法
を
全
米
で
も
先
駆
的
に
制
定
し
、
土
壌
汚
染
問
題
に
積

極
的
に
取
り
組
ん
で
き
た
の
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
土
壌
汚
染
対
策
立
法
は
、
同
州
に
お
け
る
汚
染
サ
イ
ト
の
浄
化
に
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
き
た
も
の
と
い
え
る
が
、
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( ４ )

こ
れ
ら
の
立
法
だ
け
で
は
対
応
で
き
な
い
新
た
な
問
題
が
浮
上
し
て
き
た
。
こ
れ
が
所
謂
ブ
ラ
ウ
ン
フ
ィ
ー
ル
ド
問
題
で
あ
る
。

(

�)

ブ

ラ
ウ
ン
フ
ィ
ー
ル
ド
問
題
と
は
、
厳
格
な
法
規
制
の
執
行
に
よ
る
浄
化
責
任
の
負
担
を
お
そ
れ
た
潜
在
的
責
任
当
事
者
が
汚
染
の
可

能
性
の
あ
る
土
地
自
身
を
放
棄
す
る
と
い
っ
た
こ
と
に
起
因
す
る
問
題
で
あ
り
、
ブ
ラ
ウ
ン
フ
ィ
ー
ル
ド
の
多
く
が
連
邦
法
及
び
州

法
の
規
制
基
準
に
満
た
な
い
サ
イ
ト
で
あ
る
。

(

�)

こ
の
ブ
ラ
ウ
ン
フ
ィ
ー
ル
ド
問
題
に
対
処
す
る
た
め
に
、
連
邦
政
府
は
二
〇
〇
二
年

に

｢

中
小
企
業
免
責
お
よ
び
ブ
ラ
ウ
ン
フ
ィ
ー
ル
ド
活
性
化
法

(
T

h
e

S
m

all
B

u
sin

e
ss

L
iab

ility
R

e
lie

f
an

d
B

ro
w

n
fie

ld
s

R
e

v
italizatio

n
A

ct)｣
を
制
定
し
た
が
、

(

�)

ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
州
は
、
こ
の
連
邦
法
に
先
ん
じ
て

｢

ブ
ラ
ウ
ン
フ
ィ
ー
ル
ド
お
よ

び
汚
染
サ
イ
ト
修
復
法

(
B

ro
w

n
fie

ld
an

d
C

o
n

tam
in

ate
d

S
ite

R
e

m
e

d
iatio

n
A

ct,

以
下
ブ
ラ
ウ
ン
フ
ィ
ー
ル
ド
修
復
法
と
略
記

す
る)｣

を
一
九
九
八
年
に
制
定
し
て
い
る
。
同
法
は
ブ
ラ
ウ
ン
フ
ィ
ー
ル
ド
の
再
開
発
を
促
進
す
る
た
め
に
開
発
当
事
者
の
浄
化

責
任
の
免
責
範
囲
の
拡
大
等
を
定
め
た
法
律
で
あ
る
が
、
同
法
の
施
行
後
も
ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
州
環
境
保
護
庁

(
N

e
w

Je
rse

y

D
e

p
artm

e
n

t
o

f
E

n
v

iro
n

m
e

n
tal

P
ro

te
ctio

n
,

以
下
Ｎ
Ｊ
Ｄ
Ｅ
Ｐ
と
略
記
す
る)

は
、
未
だ
に
一
万
以
上
も
の
浄
化
さ
れ
て
い
な

い
ブ
ラ
ウ
ン
フ
ィ
ー
ル
ド
サ
イ
ト
を
見
積
も
っ
て
お
り
、
以
上
の
よ
う
な
土
壌
汚
染
対
策
立
法
に
よ
る
法
的
規
制
で
は
対
応
で
き
な

い
ブ
ラ
ウ
ン
フ
ィ
ー
ル
ド
に
対
す
る
解
決
策
が
早
急
に
必
要
と
さ
れ
て
い
た
。
そ
こ
で
、
同
ブ
ラ
ウ
ン
フ
ィ
ー
ル
ド
問
題
に
対
す
る

新
た
な
政
策
的
な
試
み
が
二
〇
〇
二
年
に
始
ま
る
に
至
っ
た
の
で
あ
る
が
、
こ
の
試
み
が
ブ
ラ
ウ
ン
フ
ィ
ー
ル
ド
開
発
地
域
イ
ニ
シ

ア
テ
ィ
ブ

(
B

ro
w

n
fie

ld
s

D
e

v
e

lo
p

m
e

n
t

A
re

a
In

itiativ
e
,

以
下
Ｂ
Ｄ
Ａ
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
と
略
記
す
る)

と
呼
ば
れ
る
も
の
で

あ
る
。
Ｂ
Ｄ
Ａ
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
は
、
単
に
個
々
の
ブ
ラ
ウ
ン
フ
ィ
ー
ル
ド
サ
イ
ト
ご
と
の
規
制
お
よ
び
浄
化
作
業
に
取
り
組
む
の

で
は
な
く
、
開
発
業
者
、
地
域
住
民
、
関
係
行
政
機
関
等
の
協
力
関
係
を
も
と
に
ブ
ラ
ウ
ン
フ
ィ
ー
ル
ド
サ
イ
ト
を
包
括
す
る
地
域

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
全
体
の
総
合
的
な
再
開
発
を
目
指
し
た
取
り
組
み
で
あ
る
。
こ
の
Ｂ
Ｄ
Ａ
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
は
、
公
私
の
協
働
が

は
か
ら
れ
て
い
る
点
や
、
従
来
の
縦
割
り
行
政
の
総
合
調
整
が
は
か
ら
れ
て
い
る
点
、
そ
し
て
サ
イ
ト
ご
と
の
規
制
で
は
な
く
広
域
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( ５ )

的
な
都
市
計
画
を
視
野
に
い
れ
た
浄
化
計
画
の
策
定
を
目
指
し
て
い
る
点
で
従
来
の
規
制
と
は
大
き
く
異
な
っ
て
お
り
、
注
目
に
値

す
る
。

そ
こ
で
以
下
、
ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
州
に
お
け
る
土
壌
汚
染
対
策
法
制
を
概
観
し
た
後
に
、
Ｂ
Ｄ
Ａ
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
の
内
容
を

紹
介
、
考
察
し
、
最
後
に
ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
州
の
土
壌
汚
染
浄
化
政
策
か
ら
わ
が
国
が
何
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
か
、
そ
の
検
討

を
試
み
る
。

(

�)

同
事
件
は
一
九
七
八
年
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
ナ
イ
ア
ガ
ラ
フ
ォ
ー
ル
ズ
市
の
住
宅
地
に
生
じ
た
土
壌
汚
染
事
件
で
あ
り
、
大
統
領
に

よ
る
非
常
事
態
宣
言
が
発
せ
ら
れ
た
初
の
環
境
災
害
事
件
で
あ
る
。
同
事
件
の
詳
細
な
内
容
に
つ
い
て
は
、see

T
H

O
M

A
S

F
L

E
T

C
H

E
R
,

F
R

O
M

L
O

V
E

C
A

N
A

L
T

O
E

N
V

IR
O

N
M

E
N

T
A

L
J

U
S

T
IC

E
,(

B
R

O
A

D
V

IE
W

P
R

E
S

S
2

0
0

3)
.

(

�)
4

2
U

.S
.C

.§
9

6
0

1
�

9
6

7
5
.

(

�)
N

.J.
S

tat.
A

n
n
.§

5
8
:1

0
A
�

1

(

�)
N

.J.
S

tat.
A

n
n
.§

1
3
:1

9
�

1
.

(

�)
N

.J.
S

tat.
A

n
n
.§

5
8
:1

0
�

2
3
.1

1
.

(

�)
1

9
8

3
N

.J.
L

aw
s

3
3

0
.

(

�)
1

9
9

3
N

.J.
L

aw
s

1
3

9
,

N
.J.

S
tat.

A
n

n
.§

1
3
:1

K
�

6
.

(

	)

ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
ブ
ラ
ウ
ン
フ
ィ
ー
ル
ド
問
題
を
取
り
上
げ
た
邦
語
文
献
と
し
て
は
、
大
塚
直

｢

ス
ー
パ
ー
フ
ァ
ン
ド
法
を
め
ぐ

る
議
論｣

ア
メ
リ
カ
法
二
〇
〇
二－

一
号

(

二
〇
〇
二
年)

四
三
頁
、
藤
倉
浩
一
郎

｢

ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
有
害
廃
棄
物
の
規
制

『

ス
ー
パ
ー
フ
ァ
ン
ド
法』

の
功
罪｣

法
律
の
ひ
ろ
ば
五
二
巻
七
号

(
一
九
九
九
年)

三
九
頁
、
阿
部
満

｢

土
壌
汚
染
浄
化
と
住
民
参
加

豊
島
産
業
廃
棄
物
不
法
投
棄
事
件
の
問
題
提
起
と
ア
メ
リ
カ
土
壌
汚
染
手
続
に
お
け
る
住
民
参
加｣

駿
河
台
法
学
一
一
巻
一
一
号

(

一
九
九
七
年)

二
八
三
頁
、
拙
稿

｢

ア
メ
リ
カ
の
土
壌
汚
染
政
策
に
お
け
る
一
考
察

ブ
ラ
ウ
ン
フ
ィ
ー
ル
ド
政
策
を
中
心
と
し
て

ニュージャージー州における土壌汚染浄化政策
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( ６ )

｣

同
志
社
法
学
五
五
巻
三
号

(

二
〇
〇
三
年)

六
五
頁
な
ど
参
照
。

(
�)

N
.J.

S
tat.

A
n

n
.§

5
8
:1

0
B
�

2
3

d
.

ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
州
で
は
、
二
三
〇
〇
〇
程
度
の
土
壌
汚
染
サ
イ
ト
を
見
積
も
っ
て
お
り
、

そ
の
う
ち
一
〇
〇
〇
〇
程
度
の
サ
イ
ト
が
ブ
ラ
ウ
ン
フ
ィ
ー
ル
ド
サ
イ
ト
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
ブ
ラ
ウ
ン
フ
ィ
ー
ル
ド
サ
イ
ト

に
つ
い
て
は
、
同
州
の
環
境
省
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

(
h

ttp
://w

w
w

.n
j.g

o
v

/d
e

p
/srp

/k
cs-n

j/)

に
お
い
て
そ
の
リ
ス
ト
か
ら
検
索
す
る
こ
と

が
で
き
る
。

(

�)

同
法
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
拙
稿

｢

ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
土
壌
汚
染
浄
化
政
策
の
新
展
開

ブ
ラ
ウ
ン
フ
ィ
ー
ル
ド
新
法
の
意
義

｣

同
志
社
法
学
五
六
巻
三
号

(

二
〇
〇
四
年)

四
一
頁
参
照
。

第
一
章

ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
州
に
お
け
る
土
壌
汚
染
対
策
立
法

ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
州
の
土
壌
汚
染
対
策
法
の
嚆
矢
と
な
っ
た
の
は
、
一
九
七
六
年
に
制
定
さ
れ
た
放
出
補
償
お
よ
び
管
理
法
で

あ
る
。

(

�)

同
法
は
、
連
邦
ス
ー
パ
ー
フ
ァ
ン
ド
法
に
類
似
し
た
内
容
の
法
律
で
あ
る
が
、

(

�)

有
害
物
質
に
関
わ
っ
た
土
地
の
所
有
者
や
汚

染
者
に
対
し
て
汚
染
サ
イ
ト
の
浄
化
に
つ
い
て
厳
格
責
任
、
連
帯
責
任
な
ど
を
課
し
、
Ｎ
Ｊ
Ｄ
Ｅ
Ｐ
は
、
こ
れ
ら
の
潜
在
的
責
任
当

事
者
に
汚
染
サ
イ
ト
の
浄
化
を
強
制
す
る
か
、
も
し
く
は
Ｎ
Ｊ
Ｄ
Ｅ
Ｐ
自
身
が
浄
化
作
業
を
行
っ
た
後
に
、
そ
の
費
用
を
求
償
す
る

こ
と
が
で
き
る
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
ま
た
同
法
は
、
責
任
当
事
者
が
不
明
な
場
合
や
責
任
当
事
者
が
無
資
力
な
場
合
に
使
用
さ
れ

る
浄
化
作
業
に
つ
い
て
の
基
金
な
ど
に
つ
い
て
定
め
て
お
り
、
連
邦
ス
ー
パ
ー
フ
ァ
ン
ド
法
に
先
ん
じ
て
制
定
さ
れ
た
。

(

�)

同
法
は
有

害
物
質
が
発
見
さ
れ
た
場
合
の
そ
の
事
後
の
浄
化
責
任
に
つ
い
て
の
規
定
は
置
い
て
い
る
も
の
の
、
工
場
の
操
業
の
中
止
や
土
地
取

引
の
段
階
に
お
け
る
事
前
の
浄
化
責
任
に
つ
い
て
の
規
定
は
な
く
、
そ
の
規
制
は
工
場
が
多
く
存
在
す
る
ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
州
に

と
っ
て
は
十
分
な
効
果
を
持
つ
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
、
工
場
の
操
業
の
中
止
や
土
地
取
引
の
段
階
に
お
け
る
事
前
の
浄
化

神戸学院法学 第36巻第１号
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( ７ )

責
任
に
つ
い
て
定
め
た
土
壌
汚
染
対
策
法
で
あ
る
Ｅ
Ｃ
Ｒ
Ａ
が
一
九
八
三
年
に
制
定
さ
れ
、
同
法
は
一
九
九
三
年
に
Ｉ
Ｓ
Ｒ
Ａ
に
改

正
さ
れ
た
。
さ
ら
に
は
、
放
出
補
償
お
よ
び
管
理
法
の
改
正
法
と
し
て
、
ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
州
に
お
け
る
ブ
ラ
ウ
ン
フ
ィ
ー
ル
ド

の
浄
化
を
目
的
と
し
た
ブ
ラ
ウ
ン
フ
ィ
ー
ル
ド
修
復
法
が
制
定
さ
れ
た
。

以
下
で
は
、
Ｅ
Ｃ
Ｒ
Ａ
、
Ｉ
Ｓ
Ｒ
Ａ
、
ブ
ラ
ウ
ン
フ
ィ
ー
ル
ド
修
復
法
の
三
つ
の
法
律
を
中
心
に
ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
州
の
土
壌

汚
染
対
策
立
法
を
概
観
す
る
。

第
一
節

環
境
浄
化
責
任
法

(

Ｅ
Ｃ
Ｒ
Ａ)

Ｅ
Ｃ
Ｒ
Ａ
は
、
全
米
の
州
法
に
お
い
て
初
め
て
産
業
サ
イ
ト
の
譲
渡
以
前
の
汚
染
サ
イ
ト
の
浄
化
を
譲
渡
人
に
義
務
付
け
た
も
の

で
あ
る
。

(

�)

す
な
わ
ち
同
法
は
、
産
業
サ
イ
ト
を
譲
渡
す
る
か
、
ま
た
は
操
業
を
中
止
し
た
場
合
に
は
、
汚
染
さ
れ
た
産
業
サ
イ
ト
の

浄
化
事
業
を
遅
延
さ
せ
る
よ
う
な
訴
訟
の
提
起
を
回
避
す
る
た
め
に
、
産
業
施
設
に
お
け
る
有
害
物
質
の
汚
染
の
浄
化
作
業
に
つ
い

て
、
潜
在
的
責
任
当
事
者
に
浄
化
責
任
を
負
わ
せ
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
法
律
で
あ
る
。

(

�)

Ｅ
Ｃ
Ｒ
Ａ
制
定
以
前
は
、
ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー

ジ
ー
州
で
は
、
州
の
行
政
機
関
に
よ
る
現
在
お
よ
び
過
去
の
土
地
所
有
者
に
対
す
る
訴
訟
が
数
多
く
提
起
さ
れ
て
き
た
。
そ
の
代
表

的
な
事
例
と
し
てN

e
w

Je
rse

y
D

e
p

artm
e

n
t

o
f

E
n

v
iro

n
m

e
n

tal
P

ro
te

ctio
n

v
.

V
e

n
tro

n

判
決
が

(

�)

あ
る
が
、
こ
の
事
件
は
、
Ｎ

Ｊ
Ｄ
Ｅ
Ｐ
に
よ
っ
て
提
起
さ
れ
た
過
去
に
有
害
物
質
が
投
棄
さ
れ
た
薬
品
施
設
に
お
け
る
現
在
の
所
有
者
へ
の
浄
化
費
用
の
求
償
訴

訟
で
あ
り
、
こ
の
薬
品
施
設
の
現
在
の
所
有
者
が
過
去
に
投
棄
さ
れ
た
水
銀
な
ど
の
薬
品
に
つ
い
て
、
放
出
補
償
お
よ
び
管
理
法
上

の
厳
格
責
任
な
ら
び
に
連
帯
責
任
を
負
う
と
さ
れ
た
事
例
で
あ
る
。

(

�)
Ｎ
Ｊ
Ｄ
Ｅ
Ｐ
は
、
こ
の
よ
う
な
施
設
に
お
け
る
環
境
被
害
の
救

済
を
求
め
る
訴
訟
に
高
額
な
費
用
と
長
い
年
月
を
費
や
す
こ
と
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
事
態
に
陥
っ
て
い
た
。
そ
こ
で
、
こ
の
よ
う
に

多
大
な
費
用
と
時
間
を
浪
費
す
る
訴
訟
の
回
避
を
主
た
る
目
的
と
し
て
Ｅ
Ｃ
Ｒ
Ａ
が
制
定
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

(

�)

ニュージャージー州における土壌汚染浄化政策
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( ８ )

第
二
節

産
業
サ
イ
ト
回
復
法

(

Ｉ
Ｓ
Ｒ
Ａ)

Ｅ
Ｃ
Ｒ
Ａ
の
制
定
後
に
そ
の
改
正
法
と
し
て
一
九
九
三
年
に
制
定
さ
れ
た
Ｉ
Ｓ
Ｒ
Ａ
は
、
Ｅ
Ｃ
Ｒ
Ａ
と
ほ
ぼ
同
内
容
の
法
律
で
あ

る
。
Ｉ
Ｓ
Ｒ
Ａ
も
Ｅ
Ｃ
Ｒ
Ａ
と
同
様
に
、
産
業
サ
イ
ト
の
閉
鎖
お
よ
び
所
有
権
の
譲
渡
の
以
前
に
サ
イ
ト
の
浄
化
を
義
務
付
け
る
法

律
で
あ
り
、
Ｅ
Ｃ
Ｒ
Ａ
の
基
本
的
構
造
と
本
質
的
に
は
差
異
は
見
ら
れ
な
い
。
そ
こ
で
以
下
で
は
、
Ｉ
Ｓ
Ｒ
Ａ
に
よ
っ
て
改
正
さ
れ

た
点
を
含
め
て
現
行
法
た
る
Ｉ
Ｓ
Ｒ
Ａ
の
内
容
を
紹
介
す
る
。

(

�)

Ｉ
Ｓ
Ｒ
Ａ
は
、
汚
染
サ
イ
ト
の
所
有
者
及
び
管
理
者
に
対
し
て
、
サ
イ
ト
の
評
価
時
、
譲
渡
時
に
は
潜
在
的
な
汚
染
の
可
能
性
が

存
在
し
な
け
れ
ば
そ
の
旨
を
証
明
す
る
不
存
在
宣
言

(
N

e
g

ativ
e

D
e

claratio
n)

の
申
請
、
も
し
く
は
、
産
業
サ
イ
ト
の
譲
渡
お
よ

び
事
業
の
閉
鎖
の
際
の
条
件
と
し
て
浄
化
計
画
の
Ｎ
Ｊ
Ｄ
Ｅ
Ｐ
へ
の
提
出
を
義
務
付
け
る
こ
と
を
主
た
る
内
容
と
し
た
法
律
で
あ
る
。

す
な
わ
ち
、
産
業
施
設
を
売
却
ま
た
は
閉
鎖
し
よ
う
と
す
る
す
べ
て
の
所
有
者
も
し
く
は
管
理
者
は
、
そ
の
決
定
後
五
日
以
内
に
、

あ
る
い
は
所
有
権
ま
た
は
事
業
を
譲
渡
す
る
合
意
の
履
行
後
五
日
以
内
に
、
Ｎ
Ｊ
Ｄ
Ｅ
Ｐ
に
そ
の
旨
を
書
面
で
通
知
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
さ
れ
、

(

�)

そ
の
Ｉ
Ｓ
Ｒ
Ａ
の
規
定
に
従
い
施
設
の
所
有
者
お
よ
び
管
理
者
は
、
四
つ
の
各
プ
ロ
セ
ス

(

①
現
在
お
よ
び
過
去

の
事
業
そ
し
て
環
境
に
関
す
る
予
備
調
査
、
②
土
地
の
汚
染
の
状
態
お
よ
び
範
囲
を
確
認
す
る
た
め
の
詳
細
な
調
査
、
③
汚
染
の
浄

化
方
法
を
選
択
す
る
た
め
の
修
復
措
置
調
査
、
④
汚
染
浄
化
の
必
要
性
が
証
明
さ
れ
た
場
合
に
お
け
る
修
復
措
置
の
実
施
事
業)

を

通
じ
て
Ｎ
Ｊ
Ｄ
Ｅ
Ｐ
に
情
報
を
提
供
し
、
Ｎ
Ｊ
Ｄ
Ｅ
Ｐ
の
審
査
お
よ
び
承
認
を
得
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
さ
れ
て
い
る
。

(

�)

こ
の
よ
う

な
個
々
の
手
続
に
お
い
て
、
Ｎ
Ｊ
Ｄ
Ｅ
Ｐ
が
州
法
の
基
準
を
超
え
た
有
害
物
質
や
有
害
廃
棄
物
が
当
該
サ
イ
ト
に
存
在
し
な
い
こ
と

を
認
め
た
場
合
に
は
、
所
有
者
や
管
理
者
は
、
Ｎ
Ｊ
Ｄ
Ｅ
Ｐ
に
対
し
て
有
害
物
質
の
不
存
在
宣
言
を
申
請
す
る
こ
と
が
で
き
、

(

�)

Ｎ
Ｊ

Ｄ
Ｅ
Ｐ
が
こ
の
不
存
在
宣
言
を
承
認
し
、
続
い
て
継
続
措
置
免
除
確
認
書

(
N

o
F

u
rth

e
r

A
ctio

n
L

e
tte

r)

を
発
行
し
た
の
ち
に
、

(

�)

所
有
者
や
管
理
者
は
、
Ｉ
Ｓ
Ｒ
Ａ
上
の
義
務
か
ら
免
除
さ
れ
、
事
業
を
閉
鎖
も
し
く
は
土
地
を
譲
渡
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
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( ９ )

る
の
で
あ
る
。

(

�)

Ｉ
Ｓ
Ｒ
Ａ
は
、
以
上
の
よ
う
な
一
連
の
手
続
違
反
に
対
す
る
民
事
罰
な
ど
の
制
裁
規
定
を
置
い
て
い
る
。
た
と
え
ば
Ｎ
Ｊ
Ｄ
Ｅ
Ｐ

は
、
虚
偽
の
情
報
を
与
え
た
者
、
お
よ
び
同
法
に
違
反
し
た
者
に
対
し
て
、
一
日
あ
た
り
二
万
五
〇
〇
〇
ド
ル
以
下
の
民
事
罰
を
課

す
こ
と
が
で
き
る
と
規
定
す
る
。

(

�)

ま
た
、
故
意
に
同
法
の
違
反
を
指
示
し
、
も
し
く
は
承
認
し
た
産
業
施
設
の
役
員
は
個
人
と
し
て

民
事
罰
に
処
す
る
と
規
定
す
る
。

(

�)

さ
ら
に
、
Ｎ
Ｊ
Ｄ
Ｅ
Ｐ
に
よ
る
譲
渡
人
の
浄
化
計
画
承
認
後
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
譲
渡
人
が
Ｉ
Ｓ

Ｒ
Ａ
の
規
定
に
従
わ
ず
、
適
切
な
浄
化
措
置
を
講
じ
な
い
場
合
に
は
、
譲
受
人
が
当
該
土
地
取
引
の
無
効
と
損
害
賠
償
の
訴
え
を
提

起
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
し
て
い
る
。

(

�)

こ
の
譲
受
人
か
ら
の
訴
え
の
提
起
に
関
す
る
規
定
の
修
正
が
、
Ｉ
Ｓ
Ｒ
Ａ
に
よ
る
改
正
の
主
眼
で
あ
る
。
Ｅ
Ｃ
Ｒ
Ａ
に
お
い
て
も

譲
受
人
の
土
地
取
引
の
無
効
と
損
害
賠
償
の
訴
え
の
提
起
が
認
め
ら
れ
て
い
た
が
、
Ｅ
Ｃ
Ｒ
Ａ
は
こ
の
よ
う
な
訴
え
を
提
起
で
き
る

要
件
に
つ
い
て
定
め
て
い
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
Ｉ
Ｓ
Ｒ
Ａ
は
、
土
地
取
引
の
無
効
と
損
害
賠
償
の
訴
え
を
提
起
で
き
る
要
件
を
以
下

の
よ
う
に
定
め
た
。
つ
ま
り
、
①
譲
渡
人
が
浄
化
を
行
わ
ず
、
Ｎ
Ｊ
Ｄ
Ｅ
Ｐ
の
承
認
を
得
ら
れ
な
い
場
合
、
そ
し
て
②
譲
受
人
が
譲

渡
人
に
対
し
、
浄
化
行
為
に
従
事
し
て
い
な
い
こ
と
に
つ
い
て
通
知
を
し
た
後
に
、
譲
渡
人
が
浄
化
作
業
に
着
手
す
る
の
に
十
分
な

時
間
が
与
え
ら
れ
た
場
合
の
二
つ
の
要
件
を
満
た
す
場
合
に
の
み
、
こ
の
訴
訟
を
提
起
で
き
る
よ
う
に
し
た
の
で
あ
る
。

(

�)

ま
た
Ｅ
Ｃ

Ｒ
Ａ
の
も
と
で
Ｎ
Ｊ
Ｄ
Ｅ
Ｐ
は
、
不
存
在
宣
言
も
し
く
は
浄
化
計
画
承
認
後
の
違
反
に
基
づ
い
て
土
地
取
引
を
無
効
に
す
る
権
限
を

有
し
て
い
た
が
、
Ｉ
Ｓ
Ｒ
Ａ
の
改
正
に
よ
り
こ
の
権
限
を
失
う
こ
と
に
な
っ
た
。

こ
の
Ｉ
Ｓ
Ｒ
Ａ
に
よ
る
改
正
は

(

�)

、
土
地
取
引
の
無
効
と
損
害
賠
償
の
訴
え
を
提
起
で
き
る
要
件
を
限
定
し
た
こ
と
か
ら
、

(

�)

こ
の
よ

う
な
訴
訟
の
濫
用
が
防
止
さ
れ
、
関
係
当
事
者
に
よ
る
土
地
取
引
ビ
ジ
ネ
ス
が
促
進
さ
れ
る
も
の
に
な
る
と
考
え
ら
れ
る
。
た
だ
し

Ｅ
Ｃ
Ｒ
Ａ
に
お
い
て
定
め
ら
れ
て
い
た
譲
受
人
か
ら
の
土
地
取
引
無
効
訴
訟
の
提
起
の
規
定
や
、
Ｉ
Ｓ
Ｒ
Ａ
違
反
者
個
人
に
対
す
る
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( 10 )

民
事
罰
規
定
が
Ｉ
Ｓ
Ｒ
Ａ
の
改
正
に
よ
っ
て
も
変
更
さ
れ
な
か
っ
た
こ
と
は
、
産
業
サ
イ
ト
の
閉
鎖
お
よ
び
所
有
権
の
譲
渡
の
以
前

の
適
切
な
サ
イ
ト
の
浄
化
を
担
保
す
る
も
の
と
な
っ
て
お
り
、
そ
の
意
味
に
お
い
て
、
Ｉ
Ｓ
Ｒ
Ａ
は
環
境
保
護
に
配
慮
し
な
が
ら
土

地
取
引
ビ
ジ
ネ
ス
の
促
進
を
図
っ
た
も
の
と
し
て
評
価
で
き
よ
う
。

(

�)

従
来
ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
州
に
お
い
て
も
、
連
邦
ス
ー
パ
ー
フ
ァ
ン
ド
法
や
放
出
補
償
お
よ
び
管
理
法
に
よ
り
、
環
境
基
準
の
違

反
に
対
し
て
修
復
措
置
等
を
命
じ
、
こ
れ
に
違
反
し
た
者
に
対
し
て
民
事
罰
、
刑
事
罰
等
を
問
う
命
令
統
制
手
法
が
採
ら
れ
て
き
た

が
、

(

�)

こ
の
Ｉ
Ｓ
Ｒ
Ａ
制
定
の
利
点
は
、
こ
れ
ら
の
命
令
統
制
手
法
を
実
際
に
用
い
る
こ
と
な
く
、
譲
渡
人

(

民
間)

の
費
用
で
サ
イ

ト
の
浄
化
が
達
成
で
き
る
と
い
う
点
で
あ
る
。
ま
た
、
Ｉ
Ｓ
Ｒ
Ａ
は
土
地
取
引
以
前
の
段
階
で
譲
渡
人
に
対
し
て
浄
化
を
義
務
付
け

る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
汚
染
サ
イ
ト
浄
化
費
用
が
確
定
さ
れ
、
そ
の
浄
化
費
用
を
土
地
の
売
買
価
格
に
組
み
込
む
こ
と
も
で
き
る
こ

と
か
ら
譲
渡
人
に
過
度
な
責
任
を
負
担
さ
せ
る
こ
と
な
く
適
切
な
浄
化
措
置
が
期
待
で
き
よ
う
。

以
上
の
よ
う
な
Ｅ
Ｃ
Ｒ
Ａ
お
よ
び
Ｉ
Ｓ
Ｒ
Ａ
が
他
州
の
モ
デ
ル
と
な
り
、
コ
ネ
チ
カ
ッ
ト
州
、

(

�)

ア
イ
オ
ワ
州
、

(

�)

ミ
ズ
ー
リ
州
、

(

�)

イ

リ
ノ
イ
州
で

(

�)

同
趣
旨
の
法
律
が
制
定
さ
れ
た
。

(
�)

第
三
節

ブ
ラ
ウ
ン
フ
ィ
ー
ル
ド
修
復
法

上
記
で
検
討
し
た
Ｅ
Ｃ
Ｒ
Ａ
お
よ
び
Ｉ
Ｓ
Ｒ
Ａ
は
、
産
業
サ
イ
ト
の
譲
渡
以
前
の
浄
化
を
譲
渡
人
に
義
務
付
け
る
も
の
で
あ
り
、

関
係
当
事
者
に
よ
る
適
切
な
浄
化
措
置
が
期
待
で
き
る
法
律
で
あ
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
譲
渡
人
が
適
切
な
調
査
お
よ
び
浄
化
作

業
に
従
事
し
、
Ｎ
Ｊ
Ｄ
Ｅ
Ｐ
に
よ
っ
て
前
述
の
継
続
措
置
免
除
確
認
書
が
出
さ
れ
た
場
合
で
も
、
例
え
ば
、
こ
の
浄
化
作
業
で
は
汚

染
土
壌
の
管
理
が
公
衆
の
健
康
、
安
全
お
よ
び
環
境
を
も
は
や
保
護
し
て
い
な
い
の
で
新
た
な
浄
化
作
業
が
必
要
で
あ
る
な
ど
と
規

定
す
る
州
法
上
の
交
渉
再
開
条
項

(
re

o
p

e
n

e
r

p
ro

v
isio

n
s
(

�))

が
適
用
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
り
、
ま
た
連
邦
ス
ー
パ
ー
フ
ァ
ン
ド
法

神戸学院法学 第36巻第１号
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上
の
責
任
を
問
わ
れ
る
可
能
性
も
存
在
す
る
こ
と
か
ら
、
関
係
当
事
者
が
負
う
浄
化
責
任
を
限
定
し
、
明
確
に
す
る
必
要
性
が
あ
っ

た
。

(
�)

さ
ら
に
数
万
単
位
で
存
在
す
る
ブ
ラ
ウ
ン
フ
ィ
ー
ル
ド
の
再
開
発
を
促
す
た
め
に
、
開
発
者
に
補
助
金
な
ど
の
経
済
的
な
イ
ン

セ
ン
テ
ィ
ブ
を
法
的
に
も
与
え
る
必
要
性
が
あ
っ
た
。
そ
こ
で
、
こ
れ
ら
の
必
要
性
に
応
え
一
九
九
八
年
に
ブ
ラ
ウ
ン
フ
ィ
ー
ル
ド

修
復
法
が

(

�)
放
出
補
償
お
よ
び
管
理
法
の
改
正
法
と
し
て
成
立
す
る
に
至
っ
た
。

(

�)

同
法
の
主
た
る
内
容
は
、
以
下
の
三
点
に
集
約
で
き
る
。
ま
ず
第
一
に
、
Ｎ
Ｊ
Ｄ
Ｅ
Ｐ
の
規
則
な
ど
に
基
づ
い
て
浄
化
作
業
を
行

っ
た
関
係
当
事
者
は
、
継
続
措
置
免
除
確
認
書
に
引
き
続
い
て
、
州
政
府
か
ら
浄
化
責
任
を
訴
訟
に
お
い
て
問
わ
れ
る
こ
と
の
な
い

こ
と
を
保
証
し
た
訴
訟
放
棄
誓
約
書

(
C

o
v
e

n
an

t
N

o
t

to
S

u
e)

が
交
付
さ
れ
る
こ
と
で
、
浄
化
作
業
に
従
事
す
る
関
係
当
事
者
の

浄
化
責
任
の
負
担
に
一
定
の
終
局
性

(
fin

ality)

が
与
え
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

(

�)

第
二
に
、
放
出
補
償
お
よ
び
管
理
法
の
免
責
条

項
は
天
災
や
戦
争
を
原
因
と
す
る
汚
染
サ
イ
ト
の
み
を
対
象
と
し
て
き
た
が
、
同
法
で
は
適
切
な
浄
化
措
置
を
施
す
な
ど
の
一
定
の

要
件
を
満
た
す
開
発
者
な
ど
の
土
地
購
入
者
に
対
し
て
も
同
免
責
条
項
が
適
用
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

(

�)

第
三
に
、
ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー

ジ
ー
州
に
お
け
る
開
発
者
な
ど
の
関
係
当
事
者
も
上
限
一
〇
〇
万
ド
ル
の
連
邦
政
府
の
基
金
を
受
給
す
る
こ
と
が
こ
れ
ま
で
可
能
で

あ
っ
た
が
、

(

�)

そ
れ
に
加
え
同
法
に
お
い
て
サ
イ
ト
の
再
開
発
に
関
す
る
協
定
書
を
結
ぶ
こ
と
を
条
件
に
浄
化
費
用
の
七
五
％
ま
で
の

補
償
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
旨
が
規
定
さ
れ
た
。

(

�)

本
法
に
対
し
て
は
、
い
く
つ
か
の
問
題
点
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
ま
ず
同
法
は
、
そ
の
サ
イ
ト
の
浄
化
基
準
に
つ
い
て
、
健
康
や

環
境
へ
の
脅
威
を
最
小
化
す
る
よ
う
に
土
地
の
使
用
法
に
従
っ
た
浄
化
を
要
求
す
る
の
み
で
あ
り
、
土
地
の
浄
化
基
準
に
つ
い
て
の

明
確
な
規
定
が
存
在
し
な
い
。

(

�)

従
っ
て
、
汚
染
サ
イ
ト
の
浄
化
費
用
に
つ
い
て
潜
在
的
に
高
価
な
浄
化
費
用
が
見
込
ま
れ
る
と
い
う

問
題
点
が
あ
る
。
ま
た
、
一
旦
開
発
者
が
州
と
の
合
意
に
基
づ
く
浄
化
計
画
に
従
い
浄
化
作
業
を
行
う
と
州
は
継
続
措
置
免
除
確
認

書
お
よ
び
訴
訟
放
棄
誓
約
書
を
交
付
し
、
開
発
者
が
免
責
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
の
で
、
も
し
も
将
来
的
に
さ
ら
な
る
浄
化
作
業
が
必

ニュージャージー州における土壌汚染浄化政策

11



( 12 )

要
と
さ
れ
た
場
合
に
は
地
方
自
治
体
や
州
が
こ
れ
を
肩
代
わ
り
す
る
こ
と
に
な
り
、
公
金
に
よ
っ
て
そ
の
よ
う
な
浄
化
作
業
が
行
わ

れ
る
こ
と
の
正
当
性
が
問
わ
れ
る
こ
と
に
な
ろ
う
。

(

�)

さ
ら
に
、
ブ
ラ
ウ
ン
フ
ィ
ー
ル
ド
再
開
発
に
は
、
サ
イ
ト
に
お
け
る
純
粋
な
浄

化
費
用
の
み
な
ら
ず
、
環
境
保
険
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
と
の
交
渉
費
用
、
労
働
者
賃
金
、
継
続
措
置
免
除
確
認
書
お
よ
び
訴
訟
放
棄

誓
約
書
の
申
請
料
な
ど
多
く
の
費
用
が
か
か
る
が
、
こ
れ
に
対
し
て
補
助
金
の
額
は
未
だ
不
十
分
で
あ
る
と
の
指
摘
も
あ
る
。

(

�)

な
お
同
法
は
、
ブ
ラ
ウ
ン
フ
ィ
ー
ル
ド
再
開
発
特
別
委
員
会

(
B

ro
w

n
fie

ld
s

R
e

d
e

v
e

lo
p

m
e

n
t

T
ask

F
o

rce)

を
創
設
し
た
。

(

�)

同
委
員
会
は
、
行
政
機
関
、
開
発
者
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
、
労
働
者
組
織
団
体
な
ど
で
構
成
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
主
た
る
目
的
は
、

ブ
ラ
ウ
ン
フ
ィ
ー
ル
ド
サ
イ
ト
の
最
新
情
報
の
入
手
、
ブ
ラ
ウ
ン
フ
ィ
ー
ル
ド
政
策
の
調
整
、
州
知
事
や
立
法
府
に
対
す
る
ブ
ラ
ウ

ン
フ
ィ
ー
ル
ド
再
開
発
の
更
な
る
発
展
の
働
き
か
け
で
あ
る
。

(

�)

第
四
節

そ
の
他
の
制
定
法

以
下
に
挙
げ
る
ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
州
の
州
法
は
直
接
ブ
ラ
ウ
ン
フ
ィ
ー
ル
ド
の
浄
化
の
促
進
を
目
的
と
し
て
制
定
さ
れ
た
も
の

で
は
な
い
が
、
ブ
ラ
ウ
ン
フ
ィ
ー
ル
ド
サ
イ
ト
に
適
用
可
能
な
も
の
で
あ
り
、
間
接
的
に
ブ
ラ
ウ
ン
フ
ィ
ー
ル
ド
の
浄
化
を
促
進
す

る
も
の
に
な
っ
て
い
る
。

第
一
に
、
一
九
九
六
年
の

｢

大
規
模
サ
イ
ト
廃
棄
物
埋
立
処
分
場
改
良
法

(
L

arg
e

S
ite

L
an

d
fill

R
e

clam
atio

n
an

d
Im

p
ro

v
e
-

m
e

n
ts

L
aw
)

(

�)
｣

が
あ
る
。
同
法
は
、
ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
州
内
の
地
方
自
治
体
に
対
し
て
廃
棄
物
埋
立
処
分
場
の
閉
鎖
お
よ
び
汚

染
物
質
の
除
去
の
た
め
の
税
制
優
遇
措
置
そ
し
て
補
助
金
な
ど
の
財
政
的
援
助
を
規
定
し
た
も
の
で
あ
る
。

次
に
、
一
九
九
六
年
に
制
定
さ
れ
た

｢

ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
州
環
境
機
会
地
域
法

(
N

e
w

Je
rse

y
E

n
v

iro
n

m
e

n
tal

O
p

p
o

rtu
n

ity

Z
o

n
e

A
ct)｣

が
あ
る
。

(

�)

同
法
は
、｢

環
境
機
会
地
域｣

に
指
定
さ
れ
た
地
域
の
汚
染
サ
イ
ト
の
開
発
者
に
対
す
る
資
金
の
援
助
お
よ

神戸学院法学 第36巻第１号
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( 13 )

び
最
高
一
五
年
ま
で
の
税
制
優
遇
措
置
を
与
え
る
旨
を
規
定
す
る
法
律
で
あ
る
。

(

�)

さ
ら
に
、
同
年
に
制
定
さ
れ
た

｢

市
街
地
再
開
発

法
(

U
rb

an
R

e
d
e

v
e

lo
p

m
e

n
t

A
ct)｣

に
お
い
て
も
、
サ
イ
ト
調
査
の
た
め
の
基
金
が
創
設
さ
れ
て
い
る
。

(

�)

(

�)
同
法
は
、
連
邦
ス
ー
パ
ー
フ
ァ
ン
ド
法
と
ほ
ぼ
同
内
容
の
法
律
で
あ
る
が
、
同
法
に
お
け
る

｢

有
害
物
質｣

に
は
、
石
油
関
連
の
汚

染
物
質
も
含
ま
れ
て
お
り
、
ま
た
、
関
係
当
事
者
の
連
帯
責
任
な
ど
が
法
定
さ
れ
て
お
り
、
ス
ー
パ
ー
フ
ァ
ン
ド
法
よ
り
も
広
範
な
規
制

を
課
し
て
い
る
と
い
え
る
。
た
だ
し
、
同
法
に
お
い
て
は
、
倒
産
、
税
金
の
未
払
い
、
土
地
収
用
権
限
に
基
づ
い
て
政
府
機
関
が
汚
染
サ

イ
ト
を
譲
り
受
け
た
場
合
に
は
浄
化
責
任
を
負
わ
な
い
と
の
規
定
を
置
い
て
い
る
。T

O
D

D
S
.

D
A

V
IS ,

B
R

O
W

N
F

IE
L

D
S

A

C
O

M
P

R
E

H
E

N
S

IV
E

G
U

ID
E

T
O

R
E

D
E

V
E

L
O

P
IN

G
C

O
N

T
A

M
IN

A
T

E
D

P
R

O
P

E
R

T
Y ,(

A
M

E
R

IC
A

N
B

A
R

A
S

S
O

C
IA

T
IO

N
2

n
d
.

e
d
.

2
0

0
2)

7
4

8
,

7
5

7
;

N
.J.

S
tat.

A
n

n
.§

5
8
:1

0
�

2
3
.1

1
.

ま
た
、
一
九
九
三
年
の
同
法
の
改
正
に
よ
り
、
銀
行
な
ど
の
融
資
者
に
対
す
る
免
責
規
定
が
置
か
れ

た
。N

.J.
S

tat.
A

n
n
.§

5
8
:1

0
�

2
3
.1

1
g

5
.

(

�)

連
邦
ス
ー
パ
ー
フ
ァ
ン
ド
法
と
ブ
ラ
ウ
ン
フ
ィ
ー
ル
ド
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
藤
倉
皓
一
郎

｢

ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
有
害
廃
棄
物

の
規
制

『

ス
ー
パ
ー
フ
ァ
ン
ド
法』
の
功
罪｣

法
律
の
ひ
ろ
ば
五
二
巻
七
号

(

一
九
九
九
年)

三
九
頁
以
下
、
拙
稿

｢

ア
メ
リ
カ
の

土
壌
汚
染
政
策
に
お
け
る
一
考
察

ブ
ラ
ウ
ン
フ
ィ
ー
ル
ド
政
策
を
中
心
と
し
て

｣

同
志
社
法
学
五
五
巻
三
号

(

二
〇
〇
三
年)

七
七－

一
〇
〇
頁
参
照
。

(

�)
P

h
y

llis
B

ro
ss,

S
u

san
B

o
y

le
&

T
e

rri
S

m
ith

,
T

h
e

G
reen

in
g

of
N

ew
Jersey’s

b
row

n
field

s
-A

s
V

iew
ed

b
y

T
h

e
D

ep
a

rtm
en

t
of

E
n

viron
m

en
ta

l
P

rotection
,

9
F

O
R

D
H

A
M

E
N

V
T

L .
L

A
W

.
J.

5
4

1
,

5
5

1
�

5
5

3
(

1
9

9
8)

.

(

�)

こ
こ
に
い
う
産
業
サ
イ
ト
と
は
、
同
法
の
産
業
分
類
基
準

(
S

tan
d

ard
In

d
u

strial
C

lassificatio
n)

に
該
当
す
る
産
業
施
設
が
存
在

す
る
サ
イ
ト
の
こ
と
を
い
う
。

(

�)
E

L
IZ

A
B

E
T

H
G

L
A

S
S

G
E

L
T

M
A

N
,

R
E

C
Y

C
L

IN
G

L
A

N
D －

U
N

D
E

R
S

T
A

N
D

IN
G

T
H

E
L

E
G

A
L

L
A

N
D

S
C

A
P

E
O

F
B

R
O

W
N

F
IE

L
D

D
E

V
E

L
O

P
M

E
N

T
,

(
T

H
E

U
N

IV
E

R
S

IT
Y

O
F

M
IC

H
IG

A
N

P
R

E
S

S
2

0
0

0)
1

3
5
�

1
4

7
.

ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
州
最
高
裁
は
、
同
法
の
目
的
を

｢

Ｅ
Ｃ
Ｒ
Ａ
の
本
質

ニュージャージー州における土壌汚染浄化政策
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的
な
ゴ
ー
ル
は
、
可
能
な
限
り
早
い
段
階
で
汚
染
さ
れ
た
工
場
用
地
の
浄
化
を
確
保
す
る
こ
と
に
あ
る｣

と
、
サ
イ
ト
譲
渡
契
約
後
の
譲

渡
人
、
譲
受
人
間
の
土
壌
汚
染
責
任
の
負
担
が
争
わ
れ
たD

ix
o

n
V

e
n

tu
re

v
.

J.
D

ix
o

n
C

ru
cib

le
,

5
6

1
A

.2
d

6
6

3
(

1
9

8
9)

に
お
い
て

述
べ
て
い
る
。

(

�)
4

6
8

A
.2

d
1

5
0
(

1
9

8
3)

.

(

�)
N

.J.
S

tat.
A

n
n
.§

5
8
:1

0
�

2
3
.1

1
.

(

�)
S

ee
G

e
ltm

an
,

su
p

ra
n

o
te

5
,

at
1

4
0
�

1
4

1
.

な
お
、
Ｅ
Ｃ
Ｒ
Ａ
起
草
者
の
一
人
で
あ
るR

ay
m

o
n

d
L

e
sn

iak

上
院
議
員
は
、
汚
染

産
業
サ
イ
ト
を
、｢
我
々
の
州
に
腐
敗
を
、
そ
し
て
地
域
住
民
に
健
康
被
害
と
経
済
的
負
担
を
負
わ
せ
る
も
の｣

と
捉
え
、V

e
n

tro
n

判

決
の
よ
う
な
タ
イ
プ
の
問
題
に
対
処
す
る
た
め
に
Ｅ
Ｃ
Ｒ
Ａ
は
制
定
さ
れ
た
と
す
る
。S

ee
id

;
R

ay
m

o
n

d
L

e
sn

iak
,

E
C

R
A

is
C

om
in

g,

1
0

4
N

.J.
L

A
W

4
1
,

4
1
(

1
9

8
3)

.

(

�)

Ｉ
Ｓ
Ｒ
Ａ
に
つ
い
て
は
、
吉
川
栄
一

『

企
業
環
境
法
の
基
礎』

(

有
斐
閣
、
二
〇
〇
五
年)

一
八
〇
頁
参
照
。
な
お
、
黒
坂
・
前
掲

注(

２)

一
二
四－

一
二
七
頁
は
、
Ｉ
Ｓ
Ｒ
Ａ
を
政
策
手
法
の
観
点
か
ら
分
析
し
て
い
る
。

(

�)
N

.J.
S

tat.
A

n
n
.§

1
3
:1

K
�

9
.

こ
の
点
Ｎ
Ｊ
Ｄ
Ｅ
Ｐ
の
規
則
は
、
書
面
の
通
知
時
に
提
出
さ
れ
る
べ
き
情
報
を
あ
ら
か
じ
め
提
示
し

て
お
り
、
そ
れ
に
は
有
害
物
質
の
目
録
、
現
在
の
管
理
状
態
、
サ
ン
プ
リ
ン
グ
結
果
に
基
づ
く
土
壌
、
地
下
水
お
よ
び
表
面
水
の
情
報
、

取
引
に
関
す
る
情
報
な
ど
が
あ
る
。N

.J.
A

d
m

in
.

C
o

d
e§

7
:1
�

3
.7

.

(

�)
N

.J.
S

tat.
A

n
n
.§

1
3
:1

K
�

9
.

(

�)
N

.J.
S

tat.
A

n
n
.§

1
3
:1

k
�

9－
1

3
:1

k
�

1
1
.
｢

不
存
在
宣
言｣

と
は
、
産
業
サ
イ
ト
の
所
有
者
ま
た
は
事
業
者
も
し
く
は
Ｉ
Ｓ
Ｒ
Ａ

上
の
浄
化
責
任
を
負
う
そ
の
他
の
者
に
よ
り
Ｎ
Ｊ
Ｄ
Ｅ
Ｐ
に
提
出
さ
れ
る
、
サ
イ
ト
上
に
有
害
物
質
や
有
害
廃
棄
物
の
排
出
が
こ
れ
ま
で

存
在
し
な
か
っ
た
こ
と
、
ま
た
は
サ
イ
ト
上
に
お
け
る
排
出
も
し
く
は
サ
イ
ト
か
ら
す
で
に
移
動
す
る
か
現
に
移
動
し
て
い
る
排
出
が
Ｎ

Ｊ
Ｄ
Ｅ
Ｐ
に
よ
り
承
認
さ
れ
た
手
続
に
従
い
、
か
つ
適
用
さ
れ
る
浄
化
行
為
に
関
す
る
規
則
を
遵
守
し
、
す
で
に
浄
化
さ
れ
た
こ
と
を
証

明
す
る
書
面
に
よ
る
宣
言
の
こ
と
を
い
う
。N

.J.
S

tat.
A

n
n
.§

1
3
:1

k
�

8
.
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(

�)
N

.J.
S

tat.
A

n
n
.§

1
3
:1

k
�

9
.
｢

継
続
措
置
免
除
確
認
書｣

と
は
、
問
題
と
な
る
産
業
サ
イ
ト
に
お
い
て
、
排
出
有
害
物
質
ま
た
は
有

害
廃
棄
物
が
存
在
し
な
い
こ
と
、
お
よ
び
産
業
サ
イ
ト
に
存
在
し
ま
た
は
当
該
サ
イ
ト
か
ら
す
で
に
移
動
し
て
い
る
排
出
有
害
物
質
も
し

く
は
有
害
廃
棄
物
が
、
適
用
さ
れ
る
浄
化
行
為
に
関
連
す
る
規
則
に
従
っ
て
改
善
さ
れ
た
こ
と
の
Ｎ
Ｊ
Ｄ
Ｅ
Ｐ
に
よ
る
書
面
の
確
認
の
こ

と
を
い
う
。N

.J.
S

tat.
A

n
n
.§

1
3
:1

k
�

8
.

(

�)
Id

.

(

�)
N

.J.
S

tat.
A

n
n
.§

1
3
:1

k
�

1
3
.

(

�)
Id

.

(

�)
Id

.

(

�)
N

.J.
S

tat.
A

n
n
.§

1
3
:1

k
�

1
3
.

(

�)

Ｉ
Ｓ
Ｒ
Ａ
の
改
正
に
つ
な
が
る
Ｅ
Ｃ
Ｒ
Ａ
の
問
題
点
に
つ
い
て
は
、see

D
ian

a
R

.
D

’A
lo

n
zo

,
M

.
K

ay
H

e
n

n
e

ssy
,

A
ly

sa
B

.

W
ak

in
,

E
C

R
A

to
IS

R
A

:
Is

It
M

ore
T

h
a

n
Ju

st
A

N
a

m
e

C
h

a
n

ge?,
7

V
IL

L .
E

N
V

T
L
.

L
.J.

5
1
(

1
9

9
6)

.

(

	)

た
だ
し
、
ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
州
の
裁
判
所
お
よ
び
行
政
機
関
は
、
Ｉ
Ｓ
Ｒ
Ａ
に
お
け
る
産
業
の
設
立
（in

d
u

strial
e

stab
lish

-

m
e

n
t

）
と
い
う
文
言
を
拡
張
的
に
解
釈
し
、
Ｉ
Ｓ
Ｒ
Ａ
の
適
用
範
囲
を
拡
げ
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
つ
ま
り
、
吸
収
合
併
も
し
く

は
統
合
を
達
成
す
る
か
、
当
事
者
に
企
業
内
の
支
配
的
利
権
を
与
え
る
際
に
は
、
企
業
所
有
の
株
の
販
売
や
産
業
設
立
を
操
作
す
る
こ
と

が
Ｉ
Ｓ
Ｒ
Ａ
の
要
件
を
満
た
す
も
の
と
し
て
い
る
。5

9
3

A
.2

d
1

1
9

3
,

1
2

0
3
�

1
1
;

6
0

8
A

.2
d

2
8

8
;

S
ee

R
ich

ard
L

.
R

e
v
e

sz,
F

ed
era

lism

a
n

d
E

n
viron

m
en

ta
l

R
egu

la
tion

:
A

P
u

b
lic

C
h

oice
A

n
a

lysis,
1

1
5

H
A

R
V
.

L
.

R
E

V
.

5
5

3
,

6
0

5
�

6
0

8
(

2
0

0
1)

.

(


)
S

ee
G

e
ltm

an
,

su
p

ra
n

o
te

5
,

at
1

3
9
�

1
4

0
.

(

�)

ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
環
境
規
制
の
動
向
に
つ
い
て
は
、R

ich
ard

B
.

S
te

w
art,

A
N

ew
G

en
era

tion
of

E
n

viron
m

en
ta

l
R

egu
la

tion
?,

2
9

C
A

P
.

U
.L

.
R

E
V
.

2
1
(

2
0

0
1)

が
参
考
に
な
る
が
、
本
論
文
を
紹
介
し
た
も
の
と
し
て
福
士
明

｢

ア
メ
リ
カ
環
境
法
の
新
世
代｣

ア
メ

リ
カ
法
二
〇
〇
二－

一
号

(

二
〇
〇
二
年)

一
頁
が
、
ま
た
本
論
文
の
書
評
と
し
て
、
上
智
大
学
環
境
法
研
究
会

｢

Ｒ･

Ｂ･

ス
チ
ュ
ワ
ー

ニュージャージー州における土壌汚染浄化政策
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ト
著

『

環
境
規
制
の
新
世
代
？』

(

一)
(

二)｣

上
智
法
学
論
集
四
六
巻
一
号

(

二
〇
〇
二
年)

一
頁
・
四
七
巻
二
号

(

二
〇
〇
三
年)

三
七
頁
が
あ
る
。

(
�)

C
o

n
n
.

G
e

n
.

A
n

n
.§

2
2

a�
1

3
4
.

(

�)
Io

w
a

C
o

d
e

A
n

n
.§

4
4

5
B
(

1)(
2)

.

(

�)
M

o
.

A
n

n
.

S
tat.§

2
6

0
.4

6
5

B
(

1)(
2)

.

(

�)
Ill.

R
e

v
.

S
ta.

ch
.

3
0
.

p
ara.

9
0

1
.

(

�)
G

e
ltm

an
,

su
p

ra
n

o
te

5
,

at
1

4
3
;

C
H

A
R

L
E

S
B

A
R

T
S

C
H

&
E

L
IZ

A
B

E
T

H
C

O
L

L
A

T
O

N
,

B
R

O
W

N
F

IE
L

D
S

C
L

E
A

N
IN

G
A

N
D

R
E

U
S

IN
G

C
O

N
T

A
M

IN
A

T
E

D
P

R
O

R
E

R
IT

IE
S ,(

C
O

O
P

E
R

A
T

IO
N

W
IT

H
T

H
E

N
O

R
T

H
E

A
S

T
-

M
ID

W
E

S
T

IN
S

T
IT

U
T

E
1

9
9

7)
5

4
�

6
3
.

二
〇
州
の
土
壌
汚
染
関

連
立
法
に
お
い
て
、
危
険
物
質
を
備
え
た
サ
イ
ト
の
記
録
の
提
出
と
、
譲
渡
人
が
譲
受
人
に
対
し
て
同
サ
イ
ト
に
お
け
る
危
険
物
質
の
存

在
を
報
告
す
る
義
務
を
課
し
て
い
る
。R

e
v

e
sz,

su
p

ra
n

o
te

2
0
,

at
6

0
8
.

(

�)
N

.J.
S

tat.
A

n
n
.§

5
8
:1

0
B
�

1
3(

f)
.

(

�)
S

ee
L

y
n

n
S

in
g

b
an

d
,

B
row

n
field

R
ed

evelop
m

en
t

L
egisla

tion
:

T
oo

L
ittle,

B
u

t
N

ever
T

oo
L

a
te,

1
4

F
O

R
D

H
A

M
E

N
V

T
L
.

L
A

W
J.

3
1

3
,

3
1

9
�

3
2

1
(

2
0

0
3)

.

(

	)

前
述
の
と
お
り
、
こ
の
ブ
ラ
ウ
ン
フ
ィ
ー
ル
ド
サ
イ
ト
修
復
法
に
類
似
し
た
中
小
企
業
免
責
お
よ
び
ブ
ラ
ウ
ン
フ
ィ
ー
ル
ド
活
性
化

法
が
後
の
二
〇
〇
二
年
に
連
邦
レ
ベ
ル
で
も
制
定
さ
れ
た
。
同
法
は
、
隣
接
地
の
所
有
者
、
善
意
の
所
有
者
、
善
意
の
購
入
予
定
者
を
免

責
し
、
ブ
ラ
ウ
ン
フ
ィ
ー
ル
ド
サ
イ
ト
の
浄
化
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
対
す
る
補
助
金
を
増
額
し
た
法
律
で
あ
る
。
同
法
の
詳
し
い
内
容
に
関
し

て
は
、
拙
稿

｢

ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
土
壌
汚
染
浄
化
政
策
の
新
展
開

ブ
ラ
ウ
ン
フ
ィ
ー
ル
ド
新
法
の
意
義｣

同
志
社
法
学
五
六
巻
三

号

(

二
〇
〇
四
年)

四
一
頁
参
照
。

(


)
N

.J.
S

tat.
A

n
n
.§

5
8
:1

0
B
�

1
.

同
法
の
主
た
る
影
響
に
関
し
て
は
、see

T
H

E
G

E
O
-IN

S
T

IT
U

T
E

O
F

T
H

E
A

M
E

R
IC

A
N

S
O

C
IE

T
Y

O
F

C
IV

IL

E
N

G
IN

E
E

R
S ,

R
IS

K
-B

A
S

E
D

C
O

R
R

E
C

T
IV

E
A

C
T

IO
N

A
N

D
B

R
O

W
N

F
IE

L
D

S
R

E
S

T
O

R
A

T
IO

N
S
(

G
E

O
IN

S
T

IT
U

T
E

1
9

9
8)

6
,

1
0
�

1
1
.

な
お
、
同
法
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に
お
い
て
、
ブ
ラ
ウ
ン
フ
ィ
ー
ル
ド
サ
イ
ト
は

｢

近
年
空
き
地
で
あ
る
か
、
十
分
に
使
用
さ
れ
て
お
ら
ず
、
汚
染
物
質
を
す
で
に
排
出
し

て
い
る
か
、
排
出
し
て
い
る
可
能
性
の
あ
る
過
去
お
よ
び
現
在
の
商
業
も
し
く
は
産
業
サ
イ
ト｣

と
州
法
上
新
た
に
定
義
付
け
さ
れ
て
い

る
。

(

�)
B

ro
ss,

B
o

y
le

&
S

m
ith

,
su

p
ra

n
o

te
3
,

at
5

5
6
,

5
6

2
�

5
6

4
;

S
in

g
b

an
d
,

su
p

ra
n

o
te

2
9
,

at
3

2
3
;

G
e

ltm
an

,
su

p
ra

n
o

te
5
,

at
1

3
7
�

1
3

8
;

N
.J.

S
tat.

A
n

n
.§

5
8
:1

0
B
�

2(
c)

;
N

.J.
S

tat.
A

n
n
.

5
8
:1

0
B
�

1
3
.1(

a)
;

N
.J.

S
tat.

A
n

n
.

5
8
:1

0
�

2
3
.1

1
g(

d)(
5)

.

な
お
、
連
邦
ス

ー
パ
ー
フ
ァ
ン
ド
法
上
の
責
任
が
問
わ
れ
た
場
合
に
訴
訟
放
棄
誓
約
書
の
効
力
が
問
題
と
な
る
が
、
中
小
企
業
免
責
お
よ
び
ブ
ラ
ウ
ン
フ

ィ
ー
ル
ド
活
性
化
法
が
州
政
府
の
ブ
ラ
ウ
ン
フ
ィ
ー
ル
ド
政
策
に
対
す
る
連
邦
政
府
の
敬
譲
規
定
を
置
い
た
こ
と
に
鑑
み
る
と
、
緊
急
措

置
を
要
す
る
汚
染
で
な
い
限
り
、
訴
訟
放
棄
誓
約
書
は
最
大
限
尊
重
さ
れ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

(

�)
D

av
is,

su
p

ra
n

o
te

1
,

at
7

5
6
;

N
.J.

S
tat.

A
n

n
.§

5
8
:1

0
�

2
3
.1

1
g
;

B
ro

ss,
B

o
y

le
&

S
m

ith
,

su
p

ra
n

o
te

3
,

at
5

6
2
�

5
6

4
.

(

�)
4

2
U

.S
.C

.A
.§

9
6

0
4(

k)
.

ま
た
ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
州
に
は
、
有
害
物
質
除
去
サ
イ
ト
浄
化
基
金

(
H

azard
o

u
s

D
isch

arg
e

S
ite

R
e

m
e

d
iatio

n
F

u
n

d)

も
存
在
し
、
同
基
金
の
活
用
に
よ
り
一
〇
年
間
で
一
〇
〇
〇
以
上
も
の
サ
イ
ト
に
一
億
ド
ル
が
投
資
さ
れ
た
と
い

う
。S

ee
h

ttp
://w

w
w

.n
j.g

o
v

/d
e

p
/srp

/b
ro

w
n

fie
ld

s/faq
/.

(

�)
N

.J.
S

tat.
A

n
n
.§

5
8
:1

0
B
�

2
7
;

N
.J.

S
tat.

A
n

n
.§

5
8
:1

0
B
�

2
8(

b)(
2)

;
N

.J.
S

tat.
A

n
n
.§

5
8
:1

0
�

2
3
.1

1
g
.

(

�)

た
だ
し
、
明
確
な
規
定
が
存
在
し
な
い
こ
と
に
よ
っ
て
、
土
地
の
使
用
法
に
従
っ
て
柔
軟
な
浄
化
措
置
が
期
待
で
き
る
と
い
う
意
見

も
あ
る
。N

.J.
S

tat.
A

n
n
.§

5
8
:1

0
B
�

1
2(

d)
;

S
in

g
b

an
d
,

su
p

ra
n

o
te

2
9
,

at
3

3
1
�

3
3

2
.

(

�)
S

ee
S

in
g

b
an

d
,

su
p

ra
n

o
te

2
9
,

at
3

3
1
�

3
3

2
.

(

�)
Id

.
at

3
3

2
�

3
3

5
.

こ
の
点
、
補
助
金
の
援
助
は
、
浄
化
費
用
の
七
五
％
ま
で
で
あ
り
、
さ
ら
に
サ
イ
ト
の
税
収
が
補
助
金
を
上
回
ら

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
さ
れ
て
お
り
、
資
金
援
助
措
置
の
改
善
の
必
要
性
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。S

ee
id

.
at

3
3

2
�

3
4

1
.

(

	)
D

av
is,

su
p

ra
n

o
te

1
,

at
7

5
9
;

N
.J.

S
tat.

A
n

n
.§

5
8
:1

0
B
�

2
3
.

(


)
Id

;
G

e
ltm

an
,

su
p

ra
n

o
te

5
,

at
1

3
7
.
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(

�)
G

e
ltm

an
,

su
p

ra
n

o
te

5
,

at
1

3
9
;

D
av

is,
su

p
ra

n
o

te
1
,

at
7

5
0
;

T
h

e
G

e
o
-In

stitu
te

o
f

th
e

A
m

e
rican

S
o

cie
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o
f

C
iv

il

E
n

g
in

e
e

rs,
su

p
ra

n
o

te
3

1
;

N
.J.

S
tat.

A
n

n
.§

4
0

A
:1

2
A
�

5
0
.
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�)

G
e

ltm
an

,
su

p
ra

n
o

te
5
,

at
1

4
3
;

N
.J.

S
tat.

A
n

n
.§

5
4
:4
�

3
.

(

�)
Id

;
B

ro
ss,

B
o

y
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&
S

m
ith

,
su

p
ra

n
o

te
3
,

at
5
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4
�
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5
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.

(
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ro
ss,
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o

y
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&
S

m
ith

,
su

p
ra

n
o

te
3
,

at
5

5
4
�

5
5

6
;

G
e

ltm
an

,
su

p
ra

n
o

te
5
,

at
1

4
3
;

N
.J.

S
tat.

A
n

n
.§

5
5
:1

9
�

2
1
.

第
二
章

Ｂ
Ｄ
Ａ
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ

従
来
の
ブ
ラ
ウ
ン
フ
ィ
ー
ル
ド
サ
イ
ト
の
浄
化
は
、
個
々
の
サ
イ
ト
ご
と
に
法
的
規
制
、
浄
化
政
策
が
な
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
、

個
々
の
サ
イ
ト
ご
と
の
規
制
、
浄
化
政
策
で
は
浄
化
の
程
度
も
異
な
り
、
地
域
全
体
の
環
境
の
再
生
と
い
う
観
点
か
ら
見
れ
ば
十
分

で
は
な
く
、
各
サ
イ
ト
間
の
ア
ン
バ
ラ
ン
ス
が
問
題
と
な
っ
て
い
た
。
ま
た
、
異
な
る
汚
染
源
に
よ
っ
て
土
壌
や
地
下
水
の
中
で
混

合
さ
れ
た
汚
染
の
合
成
物
が
隣
接
地
域
を
さ
ら
に
汚
染
す
る
こ
と
も
問
題
視
さ
れ
て
き
た
。

(

�)

そ
の
た
め
多
数
の
個
々
の
ブ
ラ
ウ
ン
フ

ィ
ー
ル
ド
サ
イ
ト
の
存
在
が
そ
の
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
全
域
を
荒
廃
さ
せ
る
こ
と
が
あ
っ
た
。
そ
こ
で
開
発
者
の
多
く
は
汚
染
さ

れ
て
い
る
サ
イ
ト
の
み
な
ら
ず
隣
接
地
に
つ
い
て
も
、
そ
の
汚
染
の
可
能
性
か
ら
再
開
発
す
る
こ
と
を
避
け
て
き
た
。
つ
ま
り
、
隣

接
地
も
含
め
た
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
全
域
の
浄
化
を
視
野
に
入
れ
な
け
れ
ば
、
汚
染
サ
イ
ト
単
体
を
浄
化
、
再
開
発
し
て
も
同
サ

イ
ト
の
販
路
が
な
い
と
考
え
て
き
た
の
で
あ
る
。
ま
た
、
多
く
の
ブ
ラ
ウ
ン
フ
ィ
ー
ル
ド
サ
イ
ト
は
、
す
で
に
倒
産
し
た
会
社
の
所

有
地
で
あ
り
、
こ
の
よ
う
な
土
地
は
再
開
発
さ
れ
ず
長
い
間
放
置
さ
れ
て
き
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
多
数
の
放
棄
さ
れ
た
不

動
産
や
十
分
に
活
用
さ
れ
な
い
汚
染
さ
れ
た
不
動
産
が
存
在
し
て
い
る
こ
と
自
体
が
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
全
域
の
再
開
発
の
阻

害
要
因
と
な
り
、
ひ
い
て
は
同
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
衰
退
に
も
つ
な
が
る
と
さ
れ
、
問
題
視
さ
れ
て
き
た
の
で
あ
る
。

(

�)

神戸学院法学 第36巻第１号

18
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以
上
の
よ
う
な
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
衰
退
化
を
抑
制
す
る
た
め
、
ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
州
のJam

e
s

E
.

M
cG

re
e

v
e

y

知
事

は
、｢
賢
い
成
長

(
S

m
art

G
ro

w
th)

戦
略｣

の
一
つ
と
し
て
、

(

�)

二
〇
〇
二
年
一
〇
月
よ
り
、
新
た
な
ブ
ラ
ウ
ン
フ
ィ
ー
ル
ド
浄
化

政
策
た
る
Ｂ
Ｄ
Ａ
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
に
取
り
組
む
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。

(

�)

以
下
で
は
、
Ｂ
Ｄ
Ａ
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
の
内
容
を
紹
介
し
、

そ
の
利
点
を
検
討
す
る
こ
と
に
す
る
。

第
一
節

Ｂ
Ｄ
Ａ
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
の
内
容

１

申
請
手
続

Ｂ
Ｄ
Ａ
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
の
第
一
段
階
は
、
詳
細
な
申
請
手
続
に
始
ま
る
。

(

�)

同
申
請
は
、
地
方
自
治
体
と
近
隣
住
民
、
土
地
所
有

者
、
開
発
者
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
組
織
、
環
境
団
体
な
ど
の
様
々
な
利
害
関
係
人
か
ら
な
る
運
営
委
員
会(

S
te

e
rin

g
C

o
m

m
itte

e)

の
代
表
者
に
よ
っ
て
、
Ｎ
Ｊ
Ｄ
Ｅ
Ｐ
に
対
し
て
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
等
で
な
さ
れ
る
。
こ
の
運
営
委
員
会
に
は
、
多
様
な
意
見
を
広
く
取

り
入
れ
る
た
め
に
広
範
囲
な
利
害
関
係
人
の
参
加
が
Ｎ
Ｊ
Ｄ
Ｅ
Ｐ
に
よ
っ
て
推
奨
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
こ
の
運
営
委
員
会
は
、
Ｂ

Ｄ
Ａ
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
が
終
了
す
る
ま
で
Ｎ
Ｊ
Ｄ
Ｅ
Ｐ
を
始
め
と
し
た
州
の
関
係
行
政
機
関
と
緊
密
な
協
議
を
重
ね
て
い
く
こ
と
に

な
る
。

(

�)こ
の
申
請
手
続
に
つ
い
て
は
、
Ｎ
Ｊ
Ｄ
Ｅ
Ｐ
が
七
項
目
に
亘
る
詳
細
な
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
提
示
し
て
お
り
、
同
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に

沿
っ
て
Ｂ
Ｄ
Ａ
地
域
に
関
す
る
詳
細
な
情
報
が
Ｎ
Ｊ
Ｄ
Ｅ
Ｐ
に
提
供
さ
れ
る
。

(

�)

す
な
わ
ち
、
申
請
代
表
者
の
情
報
、

(

�)

事
業
情
報
、

(

�)

運

営
委
員
会
情
報
、

(

�)

地
方
自
治
体
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
運
営
委
員
会
へ
の
支
持
の
有
無
、

(

	)

同
ブ
ラ
ウ
ン
フ
ィ
ー
ル
ド
サ
イ
ト
の
基
礎

情
報
、
同
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
に
関
す
る
情
報
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
未
来
図
が

(


)

記
載
さ
れ
る
。

(

�)

こ
の
よ
う
な
情
報
は
、
サ
イ
ト

間
の
汚
染
を
防
止
し
、
そ
し
て
包
括
的
な
土
地
の
再
利
用
計
画
策
定
の
た
め
に
利
用
さ
れ
る
。
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２

Ｂ
Ｄ
Ａ
の
選
定

こ
れ
ま
で
ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
州
の
土
壌
汚
染
対
策
に
お
い
て
は
、
個
々
の
行
政
機
関
が
独
自
に
規
制
を
行
っ
て
き
た
。
こ
れ
に

対
し
Ｂ
Ｄ
Ａ
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
は
、
Ｂ
Ｄ
Ａ
選
定
手
続
の
段
階
で
、
浄
化
と
再
開
発
を
支
援
す
る
多
数
の
行
政
機
関
の
こ
の
よ
う
な

い
わ
ば
縦
割
行
政
の
総
合
調
整
を
は
か
る
機
能
を
果
た
し
て
い
る
。
具
体
的
に
は
、
Ｎ
Ｊ
Ｄ
Ｅ
Ｐ
、
ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
州
地
域
事

務
庁

(
N

e
w

Je
rse

y
D

e
p

artm
e

n
t

o
f

C
o

m
m

u
n

ity
A

ffairs,

以
下
Ｎ
Ｊ
Ｄ
Ｃ
Ａ
と
略
記
す
る)

、
ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
州
経
済
開
発

局

(
N

e
w

Je
rse

y
E

co
n

o
m

ic
D

e
v
e

lo
p

m
e

n
t

A
u

th
o

rity
,

以
下
Ｎ
Ｊ
Ｅ
Ｄ
Ａ
と
略
記
す
る)

な
ど
の
関
係
行
政
機
関
の
代
表
者
か

ら
な
る
委
員
会
に
お
い
て
前
述
の
申
請
書
が
検
討
さ
れ
、
Ｂ
Ｄ
Ａ
エ
リ
ア
と
し
て
選
定
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
関
係
行
政
機
関
が
共

同
し
て
行
う
申
請
の
承
認
審
理
方
式
は
、
関
係
行
政
機
関
が
Ｂ
Ｄ
Ａ
選
定
の
た
め
に
活
発
な
議
論
を
交
わ
す
こ
と
を
推
奨
す
る
も
の

で
あ
る
。

(

�)

３

ケ
ー
ス
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
の
任
命

Ｂ
Ｄ
Ａ
地
域
が
選
定
さ
れ
る
と
、
Ｎ
Ｊ
Ｄ
Ｅ
Ｐ
は
Ｂ
Ｄ
Ａ
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
に
お
い
て
必
要
な
浄
化
作
業
を
監
視
さ
せ
る
た
め
に
、

ケ
ー
ス
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
を
任
命
す
る
。
従
来
、
例
え
ば
地
下
貯
蔵
タ
ン
ク
で
あ
る
か
、
有
害
廃
棄
物
の
汚
染
サ
イ
ト
で
あ
る
か
に
よ

っ
て
そ
れ
を
規
制
す
る
法
令
や
行
政
機
関
が
異
な
る
も
の
に
な
り
、
行
政
機
関
相
互
の
情
報
の
共
有
が
不
十
分
に
な
る
と
い
う
弊
害

が
指
摘
さ
れ
て
き
た
。
そ
こ
で
、
Ｂ
Ｄ
Ａ
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
に
お
い
て
は
、
こ
の
よ
う
な
弊
害
を
防
ぐ
た
め
に
ケ
ー
ス
マ
ネ
ー
ジ
ャ

ー
が
、
各
行
政
機
関
に
ま
た
が
り
統
一
的
な
対
応
を
促
し
、
地
域
単
位
で
の
一
貫
し
た
浄
化
計
画
の
策
定
と
そ
の
実
行
を
可
能
に
す

る
役
割
を
担
う
こ
と
に
な
る
。

(

�)
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４

会
議

Ｂ
Ｄ
Ａ
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
は
、
以
下
の
よ
う
な
会
議
を
順
次
重
ね
た
後
に
実
際
の
浄
化
事
業
が
実
施
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
の
で
、

以
下
そ
れ
ぞ
れ
の
会
議
の
概
要
を
紹
介
し
て
い
く
こ
と
に
す
る
。

(

１)

最
初
の
会
議

(
In

itial
M

e
e

tin
g)

Ｂ
Ｄ
Ａ
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
の
第
一
段
階
と
し
て
Ｂ
Ｄ
Ａ
地
域
が
選
定
さ
れ
た
後
に
、
Ｂ
Ｄ
Ａ
の
関
係
行
政
機
関
、
運
営
委
員
会
お

よ
び
地
方
自
治
体
間
に
よ
る
最
初
の
会
議
が
開
か
れ
る
。
運
営
委
員
会
は
、
同
会
議
に
お
い
て
Ｂ
Ｄ
Ａ
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
の
目
標
を

示
し
、
ケ
ー
ス
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
が
、
同
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
に
お
け
る
Ｎ
Ｊ
Ｄ
Ｅ
Ｐ
の
役
割
を
確
認
し
た
う
え
で
、
運
営
委
員
会
に
対

し
て
Ｂ
Ｄ
Ａ
内
の
ブ
ラ
ウ
ン
フ
ィ
ー
ル
ド
サ
イ
ト
の
情
報
を
提
供
す
る
。
次
に
、
運
営
委
員
会
、
Ｎ
Ｊ
Ｄ
Ｅ
Ｐ
お
よ
び
地
方
自
治
体

の
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
が
明
確
に
さ
れ
、
相
互
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
の
実
現
を
目
的
と
し
た
協
定
書

(
M

e
m

o
ran

d
u

m
o

f

U
n

d
e

rstan
d

in
g
,

以
下
Ｍ
Ｏ
Ｕ
と
略
記
す
る)
が
締
結
さ
れ
る
。
こ
の
Ｍ
Ｏ
Ｕ
に
つ
い
て
は
、
Ｎ
Ｊ
Ｄ
Ｅ
Ｐ
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
そ

の
内
容
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
冒
頭
で
は
以
下
の
よ
う
に
定
め
ら
れ
て
い
る
。

｢

環
境
保
護
と
近
隣
の
活
性
化
を
促
進
す
る
こ
の
協
定
書
は
、
こ
の
協
定
書
の
最
後
に
記
載
さ
れ
た
署
名
の
日
付
か
ら
有
効
と
な

る
。
こ
の
Ｍ
Ｏ
Ｕ
の
当
事
者
は
Ｎ
Ｊ
Ｄ
Ｅ
Ｐ
、
運
営
委
員
会
、
地
方
自
治
体
で
あ
る
。
そ
し
て
、
関
係
当
事
者
が
こ
の
Ｍ
Ｏ
Ｕ
に
よ

っ
て
認
め
ら
れ
た
な
ら
ば
、
全
て
の
当
事
者
は
、
Ｍ
Ｏ
Ｕ
へ
の
当
事
者
の
参
加
や
こ
の
Ｍ
Ｏ
Ｕ
の
文
言
及
び
条
件
に
つ
い
て
異
議
を

唱
え
ら
れ
な
い
。
ま
た
、
ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
州
議
会
は
、
ブ
ラ
ウ
ン
フ
ィ
ー
ル
ド
が
住
民
の
健
康
に
リ
ス
ク
を
も
た
ら
し
、
環
境

を
悪
化
さ
せ
、
そ
し
て
、
近
隣
を
汚
し
、
そ
こ
で
適
切
か
つ
効
果
的
な
規
制
措
置
が
求
め
ら
れ
て
い
る
と
考
え
て
い
る
。

Ｎ
Ｊ
Ｄ
Ｅ
Ｐ
は
こ
の
こ
と
か
ら
、
Ｂ
Ｄ
Ａ
に
お
い
て
環
境
保
護
を
促
進
す
る
包
括
的
な
政
策
を
す
る
た
め
に
Ｎ
Ｊ
Ｄ
Ｅ
Ｐ
の
権
限
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に
従
っ
て
、
運
営
委
員
会
お
よ
び
地
方
自
治
体
と
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
を
形
成
し
、
Ｍ
Ｏ
Ｕ
を
結
ぶ
。
そ
し
て
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

緑
化
の
回
復
を
促
進
し
、
ブ
ラ
ウ
ン
フ
ィ
ー
ル
ド
近
隣
の
土
地
が
十
分
に
使
わ
れ
て
い
な
い
問
題
に
取
り
組
む
こ
と
で
、
こ
の
Ｍ
Ｏ

Ｕ
に
よ
っ
て
計
画
さ
れ
て
い
る
Ｂ
Ｄ
Ａ
の
活
性
化
は
、Jam

e
s

M
cG

re
e

v
e

y

州
知
事
の
行
政
命
令
第
三
八
号
で
言
及
さ
れ
た
、
そ

の
地
域
の
再
生
を
通
じ
た
賢
い
戦
略
に
お
け
る
新
し
い
モ
デ
ル
と
な
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
る
で
あ
ろ
う
。

ま
た
、
Ｂ
Ｄ
Ａ
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
は
、
影
響
の
あ
る
近
隣
に
ブ
ラ
ウ
ン
フ
ィ
ー
ル
ド
に
取
り
組
む
権
限
を
与
え
る
が
、
Ｂ
Ｄ
Ａ
イ

ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
へ
の
参
加
は
他
の
い
か
な
る
ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
州
の
Ｂ
Ｄ
Ａ
サ
イ
ト
に
お
け
る
ブ
ラ
ウ
ン
フ
ィ
ー
ル
ド
も
し
く
は

浄
化
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
適
用
や
利
用
を
妨
げ
な
い
。
さ
ら
に
、
Ｂ
Ｄ
Ａ
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
は
、
Ｂ
Ｄ
Ａ
に
お
け
る
土
地
に
他
の
付
加
的

な
規
制
要
件
な
ど
を
課
さ
な
い
。
運
営
委
員
会
と
地
方
自
治
体
は
、
Ｎ
Ｊ
Ｄ
Ｅ
Ｐ

Ｂ
Ｄ
Ａ
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
へ
の
参
加
の
申
請
書

を
提
出
し
、
Ｎ
Ｊ
Ｄ
Ｅ
Ｐ
は
そ
の
申
請
書
や
Ｂ
Ｄ
Ａ
の
計
画
書
を
承
認
す
る
。

(

�)｣

こ
の
Ｍ
Ｏ
Ｕ
の
有
効
期
限
は
一
年
間
で
あ
り
、
適
切
な
浄
化
の
進
展
が
有
効
期
限
内
に
見
ら
れ
る
限
り
更
新
さ
れ
う
る
も
の
で
あ

り
、
こ
の
一
年
毎
の
更
新
制
度
は
関
係
当
事
者
に
こ
の
Ｂ
Ｄ
Ａ
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
の
適
切
な
実
行
を
促
す
も
の
と
な
る
と
い
わ
れ
て

い
る
。
こ
の
よ
う
な
協
定
書
に
基
づ
い
て
実
際
の
事
業
プ
ロ
セ
ス
が
展
開
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

最
初
の
会
議
は
、
Ｂ
Ｄ
Ａ
内
の
ブ
ラ
ウ
ン
フ
ィ
ー
ル
ド
サ
イ
ト
の
環
境
ア
セ
ス
メ
ン
ト
を
そ
の
中
心
的
な
内
容
と
す
る
計
画
の
策

定
と
と
も
に
終
了
す
る
。
こ
の
ア
セ
ス
メ
ン
ト
は
、
所
有
者
、
管
理
者
に
関
す
る
情
報
や
、
過
去
お
よ
び
現
在
の
土
地
の
用
途
、
ま

た
は
詳
細
な
環
境
調
査
の
必
要
性
の
有
無
な
ど
を
検
討
す
る
た
め
の
情
報
を
提
供
し
、
関
係
当
事
者
を
ブ
ラ
ウ
ン
フ
ィ
ー
ル
ド
浄
化

事
業
に
お
け
る
出
発
点
に
導
く
も
の
で
あ
る
。
こ
の
ア
セ
ス
メ
ン
ト
は
、
Ｂ
Ｄ
Ａ
内
に
存
在
す
る
個
々
の
ブ
ラ
ウ
ン
フ
ィ
ー
ル
ド
サ

イ
ト
に
お
い
て
実
施
さ
れ
る
が
、
同
ア
セ
ス
メ
ン
ト
は
関
係
当
事
者
が
判
明
し
て
い
る
場
合
に
は
関
係
当
事
者
が
行
い
、
判
明
し
な

い
場
合
に
は
、
Ｎ
Ｊ
Ｄ
Ｅ
Ｐ
が
調
査
を
委
託
し
た
専
門
家
に
よ
っ
て
実
行
さ
れ
る
。
こ
れ
ら
の
基
礎
情
報
を
も
と
に
将
来
の
浄
化
事
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業
計
画
が
た
て
ら
れ
て
い
く
こ
と
に
な
る
。

(

�)

(

２)
準
備
計
画
会
議

(
P

re
lim

in
ary

P
lan

n
in

g
M

e
e

tin
g)

こ
の
会
議
に
お
い
て
、
前
述
の
ア
セ
ス
メ
ン
ト
に
基
づ
い
た
ブ
ラ
ウ
ン
フ
ィ
ー
ル
ド
の
浄
化
と
再
生
に
つ
い
て
の
大
ま
か
な
ビ
ジ

ョ
ン
が
運
営
委
員
会
を
中
心
と
し
て
描
か
れ
る
こ
と
に
な
る
。
ま
た
同
会
議
に
お
い
て
Ｎ
Ｊ
Ｄ
Ｃ
Ａ
の
担
当
者
は
、
ア
セ
ス
メ
ン
ト

で
得
ら
れ
た
基
礎
情
報
を
検
討
し
運
営
委
員
会
に
提
供
す
る
。
そ
し
て
、
こ
の
会
議
に
お
い
て
は
地
域
の
中
に
お
け
る
、
例
え
ば
交

通
網
、
公
園
そ
の
他
の
オ
ー
プ
ン
ス
ペ
ー
ス
の
配
置
な
ど
も
検
討
さ
れ
る
。

(

�)

(

３)

財
源
会
議

(
B

ase
lin

e
R

e
so

u
rce

s
M

e
e

tin
g)

従
来
の
ブ
ラ
ウ
ン
フ
ィ
ー
ル
ド
浄
化
政
策
は
、
個
々
の
サ
イ
ト
ご
と
に
行
わ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
を
包
括
的
に
行
う
こ

と
で
有
限
の
財
源
を
Ｂ
Ｄ
Ａ
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
の
ニ
ー
ズ
に
あ
わ
せ
て
合
理
的
に
投
入
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
に
な
る
が
、
そ
の

た
め
に
こ
の
会
議
が
行
わ
れ
る
。

ま
ず
、
Ｎ
Ｊ
Ｅ
Ｄ
Ａ
主
導
で
、
各
浄
化
プ
ロ
セ
ス
に
お
け
る
合
理
的
な
財
源
の
割
り
当
て
を
検
討
す
る
。
こ
こ
に
い
う
財
源
と
は
、

補
助
金
、
ロ
ー
ン
貸
付
、
そ
の
他
の
租
税
優
遇
措
置
な
ど
で
あ
る
。
次
に
同
会
議
に
お
い
て
Ｎ
Ｊ
Ｄ
Ｅ
Ｐ
は
、
ア
セ
ス
メ
ン
ト
を
行

っ
た
過
去
の
所
有
者
、
管
理
者
な
ど
の
関
係
当
事
者
に
対
し
て
Ｂ
Ｄ
Ａ
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
に
参
加
す
る
こ
と
で
法
的
な
浄
化
責
任
が

果
た
さ
れ
る
こ
と
を
説
明
し
、
積
極
的
な
参
加
を
促
す
。

(

�)

Ｂ
Ｄ
Ａ
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
に
お
い
て
は
、
自
発
的
に
同
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ

に
参
加
す
る
こ
と
が
結
局
浄
化
費
用
を
最
小
限
に
抑
え
る
こ
と
に
な
る
の
で
、
多
く
の
関
係
当
事
者
に
と
っ
て
そ
の
こ
と
が
同
イ
ニ

シ
ア
テ
ィ
ブ
へ
の
参
加
の
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
と
な
る
。
従
来
ブ
ラ
ウ
ン
フ
ィ
ー
ル
ド
再
開
発
に
対
す
る
開
発
者
の
意
欲
は
低
か
っ
た
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が
、
州
が
Ｂ
Ｄ
Ａ
の
浄
化
お
よ
び
再
利
用
に
対
し
て
適
切
か
つ
合
理
的
に
財
源
を
割
り
当
て
る
こ
と
で
開
発
者
の
積
極
的
な
参
加
が

見
込
ま
れ
る
も
の
と
さ
れ
て
い
る
。

(

�)

(

４)

Ｂ
Ｄ
Ａ
浄
化
お
よ
び
再
利
用
計
画
の
作
成

(
C

re
atio

n
o

f
th

e
B

D
A

R
e

m
e

d
iatio

n
an

d
R

e
u

se
P

lan)

運
営
委
員
会
は
、
具
体
的
な
Ｂ
Ｄ
Ａ
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
を
実
施
す
る
作
業
に
入
る
。
Ｂ
Ｄ
Ａ
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
は
、
Ｎ
Ｊ
Ｄ
Ｅ
Ｐ

お
よ
び
Ｎ
Ｊ
Ｄ
Ｃ
Ａ
主
導
の
も
と
で
ブ
ラ
ウ
ン
フ
ィ
ー
ル
ド
サ
イ
ト
の
み
で
な
く
、
Ｂ
Ｄ
Ａ
地
域
全
体
の
発
展
を
目
的
と
し
て
展
開

さ
れ
る
。
ブ
ラ
ウ
ン
フ
ィ
ー
ル
ド
に
該
当
し
な
い
地
域
に
つ
い
て
は
、
特
に
そ
の
総
合
計
画
が
既
存
の
居
住
者
や
企
業
、
新
し
い
居

住
者
の
す
べ
て
の
者
に
利
益
に
な
る
よ
う
に
考
慮
さ
れ
る
。
こ
こ
で
、
ケ
ー
ス
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
は
、
実
際
の
サ
イ
ト
の
浄
化
の
必
要

性
に
即
し
た
Ｂ
Ｄ
Ａ
計
画
を
策
定
す
る
よ
う
に
指
導
し
て
い
く
。
運
営
委
員
会
に
、
都
市
計
画
の
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
が
参
加
し
て
い

る
場
合
が
あ
る
が
、
そ
の
場
合
に
は
州
の
関
係
行
政
機
関
は
、
こ
の
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
と
協
力
し
な
が
ら
最
も
効
率
的
な
ブ
ラ
ウ
ン

フ
ィ
ー
ル
ド
浄
化
・
再
利
用
計
画
を
策
定
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
。

(

�)

(

５)

戦
略
的
会
議

(
C

re
atin

g
a

P
ath

to
S

u
cce

ss)

Ｎ
Ｊ
Ｄ
Ｅ
Ｐ
お
よ
び
他
の
関
係
行
政
機
関
は
、
運
営
委
員
会
と
と
も
に
Ｂ
Ｄ
Ａ
浄
化
お
よ
び
再
利
用
計
画
に
お
け
る

｢

重
要
な
方

針

(
C

ritical
P

ass)｣

を
た
て
、
サ
イ
ト
に
お
け
る
浄
化
の
日
程
、
浄
化
に
必
要
な
財
源
の
確
認
作
業
を
行
う
。
ブ
ラ
ウ
ン
フ
ィ
ー

ル
ド
の
浄
化
お
よ
び
再
利
用
計
画
を
効
率
的
に
進
め
て
い
く
た
め
に
、
計
画
の
必
要
性
に
応
じ
て
、
Ｎ
Ｊ
Ｄ
Ｅ
Ｐ
、
交
通
局
、
高
速

道
路
機
関
な
ど
の
行
政
職
員
が
こ
の
会
議
に
出
席
し
、
同
会
議
に
お
い
て
も
サ
イ
ト
の
所
有
者
や
管
理
者
な
ど
と
話
し
合
い
の
場
を

設
け
て
財
源
の
確
認
を
行
う
。
ま
た
、
浄
化
お
よ
び
再
利
用
計
画
を
促
進
す
る
た
め
に
、
ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
州
の
例
え
ば
グ
リ
ー
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ン
エ
ー
カ
ー
プ
ロ
グ
ラ
ム
な
ど
と
い
っ
た
他
の
土
地
利
用
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
の
調
整
が
は
か
ら
れ
る
。

(

�)

５

そ
の
後
の
手
続

運
営
委
員
会
は
前
述
し
た
五
つ
の
会
議
の
後
も
引
き
続
い
て
Ｎ
Ｊ
Ｄ
Ｅ
Ｐ
に
進
行
状
況
を
報
告
し
、
Ｂ
Ｄ
Ａ
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
の

更
な
る
促
進
を
目
的
と
し
た
州
の
関
係
行
政
機
関
と
の
定
期
的
な
会
合
の
機
会
が
設
け
ら
れ
る
。
こ
の
手
続
に
よ
っ
て
事
情
の
変
化

や
新
た
な
情
報
に
も
順
次
対
応
し
て
い
く
。
ま
た
、
Ｂ
Ｄ
Ａ
浄
化
お
よ
び
再
利
用
計
画
を
実
施
す
る
の
に
十
分
な
成
果
が
得
ら
れ
た

か
否
か
を
判
断
す
る
た
め
に
Ｎ
Ｊ
Ｄ
Ｅ
Ｐ
に
よ
る
毎
年
の
調
査
を
行
わ
れ
る
が
、
こ
の
調
査
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
関
係
当
事
者
の
役
割

を
再
認
識
さ
せ
、
確
実
な
成
果
が
得
ら
れ
て
い
る
か
ど
う
か
を
検
討
し
、
そ
れ
に
よ
っ
て
Ｂ
Ｄ
Ａ
手
続
を
継
続
す
る
か
、
そ
れ
と
も

中
止
す
る
か
の
判
断
材
料
と
な
る
。
そ
し
て
、
Ｎ
Ｊ
Ｄ
Ｅ
Ｐ
、
運
営
委
員
会
、
地
方
自
治
体
間
で
締
結
さ
れ
た
Ｍ
Ｏ
Ｕ
は
、
前
述
し

た
よ
う
に
浄
化
作
業
が
十
分
な
成
果
を
達
成
し
て
い
る
と
判
断
さ
れ
た
場
合
の
み
更
新
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

(

�)

第
二
節

Ｂ
Ｄ
Ａ
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
の
利
点

ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
州
に
お
け
る
Ｂ
Ｄ
Ａ
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
の
取
り
組
み
が
始
ま
っ
た
二
〇
〇
二
年
、
そ
の
モ
デ
ル
ケ
ー
ス
と
し

て
ト
レ
ン
ト
ン
地
区
、
エ
リ
ザ
ベ
ス
地
区
、
北
カ
ム
デ
ン
地
区
、

(
�)

ク
レ
ー
マ
ー
ヒ
ル
地
区
の

(

�)

四
つ
の
地
区
が
Ｂ
Ｄ
Ａ
地
域
と
し
て
ま

ず
選
定
さ
れ
た
。
さ
ら
に
二
〇
〇
三
年
に
は
、
パ
ル
ミ
ラ
地
区
、

(
�)
ア
ー
ヴ
ィ
ン
グ
ト
ン
地
区
、
ニ
ュ
ー
ワ
ー
ク
地
区
、
ヒ
ル
サ
イ
ド

地
区
の
四
地
区
が
Ｂ
Ｄ
Ａ
地
域
に
選
定
さ
れ
た
。
こ
の
う
ち
北
カ
ム
デ
ン
地
区
、
ク
レ
ー
マ
ー
ヒ
ル
地
区
が
含
ま
れ
て
い
る
カ
ム
デ

ン
地
域
は
、
人
口
お
よ
そ
八
万
七
五
〇
〇
人
の
う
ち
、
そ
の
八
七
％
が
少
数
民
族
で
あ
り
、
わ
ず
か
四
・
八
％
の
者
し
か
大
学
卒
業

者
が
い
な
い
と
い
わ
れ
て
い
る
。
ま
た
同
地
域
は
、
州
の
な
か
で
四
番
目
に
貧
困
地
域
で
、
し
か
も
二
番
目
に
危
険
地
域
で
あ
る
と
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い
わ
れ
、

(

�)

さ
ら
に
同
地
域
の
多
く
が
ブ
ラ
ウ
ン
フ
ィ
ー
ル
ド
で
あ
る
と
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
浄
化
の
必
要
性
が
従
来
か
ら
さ
け
ば
れ

て
き
た
。
こ
の
よ
う
な
ブ
ラ
ウ
ン
フ
ィ
ー
ル
ド
は
黒
人
や
少
数
民
族
の
居
住
地
で
あ
る
こ
と
が
多
い
こ
と
か
ら
、
環
境
正
義
論
者
か

(

�)
ら
は
、
こ
れ
ら
の
地
域
が
い
つ
ま
で
も
浄
化
さ
れ
ず
、
公
平
性
に
欠
け
る
と
の
批
判
が
な
さ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
こ
れ
ら
の
地
域

の
浄
化
基
準
は
そ
も
そ
も
決
し
て
高
く
は
設
定
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
同
地
域
の
再
開
発
は
、
少
数
民
族
を
は
じ
め
と
し
た
居

住
者
を
犠
牲
に
す
る
と
い
わ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
環
境
正
義
問
題
の
解
決
は
重
要
な
課
題
と
な
っ
て
お
り
、
二
〇
〇

一
年
二
月
一
三
日
、
ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
州
地
方
裁
判
所
に
環
境
正
義
論
者
の
団
体
に
よ
っ
て
訴
訟
が
提
起
さ
れ
る
に
至
っ
て
い

る
。

(

�)

同
判
決
は
、
ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
州
カ
ム
デ
ン
地
域

(

ウ
ォ
ー
タ
ー
フ
ロ
ン
ト
南
部
地
方)

の
環
境
正
義
論
者
の
住
民
団
体
が

Ｎ
Ｊ
Ｄ
Ｅ
Ｐ
に
対
す
る
訴
訟
を
ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
州
地
方
裁
判
所
に
提
起
し
た
も
の
で
あ
る
。
同
事
件
は
、
Ｎ
Ｊ
Ｄ
Ｅ
Ｐ
が
同
州

の
セ
メ
ン
ト
工
業
会
社
に
対
し
て
与
え
た
施
設
の
設
置
許
可
が
、
ウ
ォ
ー
タ
ー
フ
ロ
ン
ト
地
域
の
住
宅
評
価
の
質
な
ど
を
下
げ
、
ま

た
同
地
域
の
人
種
な
ど
に
対
す
る
差
別
的
影
響
を
与
え
る
の
で
、
連
邦
法
た
る

｢

市
民
的
権
利
に
関
す
る
法
第
六
編

(
T

itle
V

I
o

f

th
e

C
iv

il
R

ig
h

ts
A

ct (

�))｣

や

｢

公
正
住
宅
法

(
F

air
H

o
u

sin
g

A
ct (

�))｣

な
ど
に
反
す
る
と
し
て
争
わ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
結
論
と
し

て
同
地
裁
は
、
住
民
団
体
の
主
張
を
認
め
な
か
っ
た
が
、
本
判
決
は
ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
州
に
お
け
る
環
境
正
義
問
題
の
深
刻
さ
を

示
す
裁
判
例
と
い
え
よ
う
。

(

�)

こ
の
よ
う
に
ブ
ラ
ウ
ン
フ
ィ
ー
ル
ド
サ
イ
ト
は
黒
人
や
少
数
民
族
な
ど
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
の
居
住
地
域
に

存
在
す
る
こ
と
も
多
く
、
ブ
ラ
ウ
ン
フ
ィ
ー
ル
ド
問
題
へ
の
積
極
的
な
取
り
組
み
が
結
局
環
境
正
義
問
題
へ
の
解
決
の
糸
口
に
も
つ

な
が
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
た
め
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
を
含
む
多
く
の
関
係
当
事
者
の
参
加
の
必
要
性
が
Ｂ
Ｄ
Ａ
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ

に
お
い
て
も
説
か
れ
、
ま
た
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
全
域
に
お
け
る
サ
イ
ト
の
将
来
的
な
用
途
を
包
括
的
に
考
え
る
Ｂ
Ｄ
Ａ
イ
ニ
シ

ア
テ
ィ
ブ
の
必
要
性
、
有
用
性
が
主
張
さ
れ
て
き
た
。
そ
こ
で
以
下
、
Ｂ
Ｄ
Ａ
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
の
具
体
的
な
利
点
に
つ
い
て
検
討

し
て
い
く
。

神戸学院法学 第36巻第１号

26



( 27 )

１

ブ
ラ
ウ
ン
フ
ィ
ー
ル
ド
サ
イ
ト
の
効
率
的
な
浄
化
の
促
進

Ｂ
Ｄ
Ａ
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
に
お
け
る
浄
化
お
よ
び
再
利
用
計
画
は
、
開
発
者
の
時
間
お
よ
び
費
用
の
浪
費
を
省
き
、
ブ
ラ
ウ
ン
フ

ィ
ー
ル
ド
サ
イ
ト
の
効
率
的
な
浄
化
を
促
進
す
る
も
の
で
あ
る
。

(

�)

従
来
、
個
々
の
独
立
し
た
行
政
機
関
は
財
源
の
節
約
の
た
め
に
最
も
健
康
の
被
害
や
環
境
に
脅
威
を
与
え
る
サ
イ
ト
に
の
み
公
的

資
金
を
投
入
し
、
浄
化
作
業
を
行
っ
て
き
た
。
多
く
の
ブ
ラ
ウ
ン
フ
ィ
ー
ル
ド
は
、
浄
化
基
準
に
達
し
て
お
ら
ず
、
ま
た
市
街
地
に

お
け
る
ブ
ラ
ウ
ン
フ
ィ
ー
ル
ド
に
つ
い
て
は
、
絶
滅
危
惧
種
の
生
息
地
の
保
全
な
ど
の
環
境
上
の
優
先
事
項
が
欠
如
し
て
い
る
こ
と

か
ら
、
浄
化
の
必
要
度
も
し
く
は
優
先
度
は
低
い
と
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
環
境
上
の
危
険
が
高
い
と
は
判
断
さ
れ
な
い

場
合
に
お
い
て
も
、
こ
の
よ
う
な
ブ
ラ
ウ
ン
フ
ィ
ー
ル
ド
が
放
置
さ
れ
る
こ
と
で
そ
の
地
域
が
荒
廃
し
、
結
局
そ
の
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
全
域
に
環
境
の
負
荷
を
も
た
ら
す
お
そ
れ
が
あ
っ
た
。
そ
こ
で
Ｂ
Ｄ
Ａ
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
に
お
い
て
は
、
個
々
の
行
政
機
関

に
よ
っ
て
管
理
さ
れ
て
い
た
土
地
を
Ｎ
Ｊ
Ｄ
Ｅ
Ｐ
主
導
の
も
と
に
あ
る
運
営
委
員
会
が
一
括
管
理
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
さ
ら
な
る

ブ
ラ
ウ
ン
フ
ィ
ー
ル
ド
サ
イ
ト
の
浄
化
の
促
進
が
見
込
ま
れ
る
と
さ
れ
て
い
る
。

(

�)

ま
た
、
従
来
の
ブ
ラ
ウ
ン
フ
ィ
ー
ル
ド
の
浄
化
事

業
で
は
、
い
く
つ
か
の
独
立
し
た
行
政
機
関
の
承
認
お
よ
び
審
査
を
必
要
と
し
て
き
た
が
、
Ｂ
Ｄ
Ａ
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
は
、
Ｂ
Ｄ
Ａ

サ
イ
ト
の
開
発
許
可
お
よ
び
行
政
機
関
に
よ
る
補
助
金
の
交
付
等
の
調
整
が
多
く
の
行
政
機
関
か
ら
な
る
委
員
会
に
よ
っ
て
一
括
し

て
検
討
さ
れ
る
た
め
迅
速
な
行
政
対
応
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、
一
旦
Ｂ
Ｄ
Ａ
地
域
に
選
定
さ
れ
る
と
、
そ
の
地
域
の
再
開

発
の
た
め
に
Ｎ
Ｊ
Ｄ
Ｅ
Ｐ
や
Ｎ
Ｊ
Ｅ
Ｄ
Ａ
な
ど
の
関
係
行
政
機
関
が
協
力
し
、
州
の
財
源
が
同
地
域
に
集
中
的
に
投
入
さ
れ
る
た
め
、

よ
り
効
率
的
な
浄
化
作
業
が
見
込
ま
れ
よ
う
。

(

�)

さ
ら
に
、
Ｂ
Ｄ
Ａ
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
に
お
い
て
毎
年
の
更
新
手
続
の
際
に
成
果
を
示
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
す
る
責
務
は
、
全

て
の
関
係
当
事
者
に
可
能
な
限
り
効
率
的
な
浄
化
作
業
を
促
す
の
に
役
立
つ
も
の
で
あ
る
。

(

�)
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他
に
も
、
Ｂ
Ｄ
Ａ
地
域
内
の
ブ
ラ
ウ
ン
フ
ィ
ー
ル
ド
サ
イ
ト
に
対
し
て
は
、
個
々
の
浄
化
計
画
を
た
て
る
代
わ
り
に
地
域
全
体
の

浄
化
計
画
を
た
て
る
こ
と
で
、
従
来
ア
セ
ス
メ
ン
ト
の
段
階
に
お
い
て
個
々
に
収
集
さ
れ
て
い
た
情
報

(

航
空
写
真
、
火
災
保
険
地

図
、
財
産
目
録
な
ど)

を
一
括
し
て
収
集
、
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
、
こ
れ
に
よ
っ
て
情
報
の
重
複
も
避
け
る
こ
と
が
で
き
る
と
い

う
利
点
が
あ
る
。

(

�)

以
上
に
よ
り
、
Ｂ
Ｄ
Ａ
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
は
、
従
来
個
々
の
ブ
ラ
ウ
ン
フ
ィ
ー
ル
ド
サ
イ
ト
の
浄
化
作
業
に
費
や

し
て
き
た
時
間
と
費
用
を
削
減
す
る
こ
と
が
で
き
、
効
率
的
な
浄
化
作
業
を
促
す
も
の
と
い
え
よ
う
。

２

サ
イ
ト
を
ま
た
が
る
汚
染
へ
の
対
応

ブ
ラ
ウ
ン
フ
ィ
ー
ル
ド
サ
イ
ト
浄
化
に
お
い
て
は
、
浄
化
さ
れ
て
い
な
い
サ
イ
ト
か
ら
汚
染
物
質
が
移
動
し
、
汚
染
さ
れ
て
い
な

い
サ
イ
ト
を
汚
染
し
て
し
ま
う
所
謂

｢
も
ら
い
汚
染｣

に
つ
い
て
も
従
来
か
ら
問
題
と
な
っ
て
き
た
。

(

�)

こ
の

｢

も
ら
い
汚
染｣

の
問

題
は
、
化
学
物
質
や
地
質
に
よ
っ
て
も
そ
の
程
度
は
異
な
る
が
、
場
合
に
よ
っ
て
は
地
下
水
を
通
じ
て
広
範
囲
な
汚
染
を
も
た
ら
す

お
そ
れ
が
あ
る
。
エ
ー
テ
ル
や
揮
発
性
有
機
化
合
物
な

(

�)

ど
石
油
関
連
の
汚
染
物
質
に
よ
る

｢

も
ら
い
汚
染｣

は
、
そ
の
典
型
例
で
あ

る
。

(

�)

Ｂ
Ｄ
Ａ
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
は
、
従
来
の
サ
イ
ト
ご
と
の
規
制
で
は
不
可
能
で
あ
っ
た

｢

も
ら
い
汚
染｣

の
問
題
に
、
広
範
囲
の

ブ
ラ
ウ
ン
フ
ィ
ー
ル
ド
サ
イ
ト
を
総
合
的
な
計
画
に
基
づ
き
時
機
に
あ
っ
た
適
切
な
浄
化
に
取
り
組
む
こ
と
で
対
処
で
き
る
も
の
と

思
わ
れ
る
。

多
く
の
土
地
に
対
し
て
総
合
的
に
浄
化
作
業
を
行
う
こ
と
の
他
の
利
点
と
し
て
、
汚
染
地
の
管
理
対
応
を
柔
軟
に
行
う
こ
と
が
で

き
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
身
体
へ
の
直
接
的
な
危
険
が
な
い
場
合
に
汚
染
土
壌
を
掘
削
、
除
去
す
る
よ
り
も
、
汚
染
土
壌
を
ア
ス

フ
ァ
ル
ト
や
コ
ン
ク
リ
ー
ト
な
ど
で
覆
う
か
、
清
浄
な
土
壌
で
覆
土
す
る
ほ
う
が
処
理
費
用
お
よ
び
周
辺
地
域
へ
の
影
響
を
考
慮
す

る
と
好
ま
し
い
場
合
が
あ
る
。
そ
の
場
合
に
、
汚
染
土
壌
を
適
切
に
管
理
し
、
公
衆
衛
生
お
よ
び
環
境
に
影
響
が
な
い
よ
う
に
、
汚
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染
土
壌
と
の
接
触
を
断
絶
し
、
雨
水
の
浸
入
を
防
ぎ
、
そ
れ
に
よ
っ
て
地
下
水
を
保
護
す
る
対
策
を
採
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

(

�)

こ

の
よ
う
な
汚
染
サ
イ
ト
の
管
理
は
、
サ
イ
ト
ご
と
に
行
う
よ
り
も
区
域
ご
と
に
行
う
ほ
う
が
好
ま
し
い
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。

３

利
害
関
係
人
の
広
範
囲
な
参
加

Ｂ
Ｄ
Ａ
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
に
お
い
て
は
、
そ
の
意
思
決
定
過
程
に
多
く
の
利
害
関
係
人
が
参
加
す
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
て
い
る
。

そ
の
結
果
、
土
地
所
有
者
な
ど
の
利
害
関
係
人
の
参
加
に
よ
り
、
汚
染
サ
イ
ト
の
履
歴
に
つ
い
て
の
情
報
が
収
集
さ
れ
る
。
自
発
的

に
Ｂ
Ｄ
Ａ
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
に
参
加
す
る
潜
在
的
責
任
当
事
者
は
、
同
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
の
一
端
を
担
う
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
歓
迎

さ
れ
、

(

�)

こ
の
潜
在
的
責
任
当
事
者
と
Ｎ
Ｊ
Ｄ
Ｅ
Ｐ
な
ど
の
行
政
機
関
は
協
働
作
業
を
行
っ
て
い
く
こ
と
に
な
る
の
で
、
従
来
問
題
と

さ
れ
て
き
た
環
境
訴
訟
が
回
避
さ
れ
る
可
能
性
が
高
ま
る
と
い
う
利
点
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
従
来
潜
在
的
責
任
当
事
者
に
よ
る
そ

の
浄
化
責
任
自
体
を
争
う
訴
訟
ま
た
は
潜
在
的
責
任
当
事
者
間
に
お
け
る
寄
与
分
に
基
づ
く
求
償
訴
訟
が
多
く
提
起
さ
れ
て
き
た
の

で
あ
る
が
、

(

�)

多
く
の
利
害
関
係
人
と
Ｎ
Ｊ
Ｄ
Ｅ
Ｐ
な
ど
の
行
政
機
関
が
パ
ー
ト
ナ
ー
関
係
を
形
成
す
る
こ
と
で
、
こ
の
よ
う
な
訴
訟

が
減
少
す
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
、
多
く
の
関
係
当
事
者
が
実
際
の
浄
化
事
業
に
安
心
し
て
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
思
わ
れ

る
。Ｂ

Ｄ
Ａ
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
に
お
い
て
広
範
囲
な
参
加
プ
ロ
セ
ス
が
よ
り
よ
く
機
能
し
て
い
る
背
景
に
は
、
Ｎ
Ｊ
Ｄ
Ｅ
Ｐ
の
強
制
執

行
権
限
が
あ
る
。
も
し
、
潜
在
的
責
任
当
事
者
が
Ｂ
Ｄ
Ａ
に
お
け
る
自
発
的
な
浄
化
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
参
加
し
な
い
場
合
、
Ｎ
Ｊ
Ｄ
Ｅ

Ｐ
は
汚
染
の
程
度
に
よ
っ
て
は
、
潜
在
的
責
任
当
事
者
に
土
壌
の
浄
化
を
義
務
付
け
る
か
、
場
合
に
よ
っ
て
は
Ｎ
Ｊ
Ｄ
Ｅ
Ｐ
自
身
で

浄
化
作
業
に
あ
た
る
こ
と
に
な
る
。

(

�)

こ
の
浄
化
作
業
に
対
し
て
Ｎ
Ｊ
Ｄ
Ｅ
Ｐ
は
、
公
的
な
資
金
を
用
い
る
こ
と
が
で
き
、
そ
の
浄
化

費
用
は
潜
在
的
責
任
当
事
者
に
求
償
が
可
能
で
あ
る
と
さ
れ
、
か
つ
そ
の
三
倍
ま
で
の
額
を
損
害
賠
償
と
し
て
請
求
す
る
こ
と
が
で
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き
る
と
さ
れ
て
い
る
。

(

�)

州
政
府
が
運
営
委
員
会
に
ブ
ラ
ウ
ン
フ
ィ
ー
ル
ド
サ
イ
ト
の
浄
化
お
よ
び
再
利
用
の
た
め
の
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
を
提
供
し
、
Ｂ
Ｄ

Ａ
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
に
関
連
し
た
行
政
機
関
に
よ
っ
て
Ｂ
Ｄ
Ａ
が
選
択
、
監
督
さ
れ
、
こ
れ
に
地
方
自
治
体
や
関
係
当
事
者
な
ど
が

参
加
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
。
こ
の
Ｂ
Ｄ
Ａ
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
の
関
係
当
事
者
に
は
、
ブ
ラ
ウ
ン
フ
ィ
ー
ル
ド
サ
イ
ト
の
所
有
者
と

所
有
者
以
外
の
両
者
が
含
ま
れ
、
そ
の
両
者
が
運
営
委
員
会
の
メ
ン
バ
ー
と
な
り
、
浄
化
お
よ
び
再
利
用
計
画
に
関
与
し
て
い
く
。

そ
し
て
、
Ｂ
Ｄ
Ａ
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
は
土
地
の
所
有
者
が
ブ
ラ
ウ
ン
フ
ィ
ー
ル
ド
を
最
大
限
有
効
利
用
で
き
る
よ
う
に
、
ま
た
地
域

住
民
の
利
害
に
も
配
慮
し
な
が
ら
展
開
さ
れ
て
い
く
。

(

�)

こ
の
よ
う
な
多
く
の
利
害
関
係
人
の
参
加
は
好
ま
し
い
と
さ
れ
る
一
方
、
現

実
に
は
多
数
の
利
害
関
係
人
の
参
加
に
よ
っ
て
合
意
形
成
に
至
る
ま
で
に
議
論
が
拡
散
さ
れ
る
と
い
う
弊
害
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

そ
こ
で
、
運
営
委
員
会
へ
の
広
範
な
参
加
に
よ
る
議
論
の
拡
散
や
長
時
間
の
議
論
と
い
っ
た
弊
害
を
克
服
す
る
た
め
に
、
運
営
委
員

会
の
中
に
公
益
団
体
の
ス
タ
ッ
フ
で
あ
っ
た
り
、
地
方
公
共
団
体
に
よ
っ
て
雇
用
さ
れ
て
い
る
環
境
や
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
の
専
門
家
が

加
わ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

(

�)

な
お
、
Ｎ
Ｊ
Ｄ
Ｅ
Ｐ
を
は
じ
め
と
し
た
関
係
行
政
機
関
と
運
営
委
員
会
と
の
会
合
は
頻
繁
に
開
か
れ
る
べ
き
で
あ
り
、
そ
の
成
果

は
、
運
営
委
員
会
に
達
成
感
を
示
す
た
め
に
も
随
時
公
表
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
主
張
さ
れ
て
い
る
。

(

�)

４

ケ
ー
ス
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
の
役
割

一
つ
の
Ｂ
Ｄ
Ａ
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
に
お
い
て
は
、
一
人
の
ケ
ー
ス
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
が
割
り
当
て
ら
れ
る
。
こ
の
ケ
ー
ス
マ
ネ
ー
ジ

ャ
ー
は
、
Ｂ
Ｄ
Ａ
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
の
計
画
段
階
か
ら
参
加
し
、
同
計
画
の
最
終
目
標
を
理
解
し
、
運
営
委
員
会
の
最
終
目
標
に
向

け
た
浄
化
プ
ロ
セ
ス
全
体
を
通
じ
て
サ
ポ
ー
ト
に
あ
た
る
。

(

�)

ケ
ー
ス
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
は
、
Ｎ
Ｊ
Ｄ
Ｅ
Ｐ
の
詳
細
な
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
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沿
っ
て
、
規
則
や
基
準
な
ど
の
一
貫
し
た
解
釈
お
よ
び
適
用
を
心
が
け
る
よ
う
に
努
め
る
こ
と
が
要
求
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
同
ケ

ー
ス
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
は
、
浄
化
に
よ
る
都
市
再
生
に
向
け
た
経
済
的
な
利
益
を
最
大
限
に
す
る
よ
う
に
個
々
の
浄
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

の
調
整
を
試
み
る
。
例
え
ば
パ
ル
ミ
ラ
地
区
サ
イ
ト
に
お
い
て
は
、
従
来
地
下
貯
蔵
タ
ン
ク
事
務
局

(
U

n
d
e

rg
ro

u
n

d
S

to
rag

e

T
an

k
s)

と
、
南
部
地
区
管
理
局

(
th

e
B

u
re

au
o

f
S

o
u

th
e

rn
F

ie
ld

O
p

e
ratio

n
s)

に
よ
っ
て
管
轄
さ
れ
て
い
た
土
地
が
、
Ｎ
Ｊ

Ｄ
Ｅ
Ｐ
の
ブ
ラ
ウ
ン
フ
ィ
ー
ル
ド
再
開
発
部
局
内
の
ケ
ー
ス
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
に
よ
っ
て
一
括
管
理
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

(

�)

こ
の
ケ
ー
ス
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
は
、
開
発
者
、
行
政
機
関
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
、
地
元
住
民
な
ど
と
直
接
的
に
接
す
る
者
で
あ

る
か
ら
、
ケ
ー
ス
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
と
こ
れ
ら
の
者
と
の
信
頼
関
係
は
Ｂ
Ｄ
Ａ
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
に
と
っ
て
不
可
欠
で
あ
る
と
い
え

る
。

(

�)

な
か
で
も
従
来
開
発
者
は
、
汚
染
サ
イ
ト
の
浄
化
責
任
を
負
担
す
る
こ
と
を
お
そ
れ
て
そ
の
開
発
を
放
棄
し
、
汚
染
サ
イ
ト
を

放
棄
す
る
と
い
う
よ
う
な
現
実
が
あ
っ
た
。
そ
こ
で
こ
の
よ
う
に
歴
史
的
に
放
置
さ
れ
て
き
た
ブ
ラ
ウ
ン
フ
ィ
ー
ル
ド
サ
イ
ト
の
再

開
発
を
開
発
者
に
積
極
的
に
促
す
に
は
、
と
く
に
ケ
ー
ス
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
と
の
信
頼
関
係
の
構
築
が
必
要
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
言

い
換
え
れ
ば
、
ケ
ー
ス
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
と
様
々
な
利
害
関
係
人
の
代
表
で
あ
る
運
営
委
員
会
と
の
緊
密
な
関
係
の
形
成
が
Ｂ
Ｄ
Ａ
イ

ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
の
成
功
の
鍵
で
あ
る
と
も
い
え
よ
う
。

(
�)

こ
の
よ
う
な
ケ
ー
ス
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
を
置
く
利
点
は
あ
る
も
の
の
、
各
Ｂ
Ｄ
Ａ
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
に
お
い
て
一
人
の
ケ
ー
ス
マ
ネ

ー
ジ
ャ
ー
の
割
り
当
て
で
は
多
く
の
サ
イ
ト
の
浄
化
作
業
を
監
督
す
る
の
に
不
十
分
で
あ
る
と
の
指
摘
も
あ
る
。

(

�)

５

開
発
に
対
す
る
不
確
実
性
と
情
報
の
欠
如
の
打
開

開
発
者
が
ブ
ラ
ウ
ン
フ
ィ
ー
ル
ド
再
開
発
に
乗
り
出
せ
な
か
っ
た
要
因
と
し
て
は
、
開
発
者
に
対
す
る
厳
格
な
浄
化
責
任
追
及
へ

の
懸
念
と
、
当
該
ブ
ラ
ウ
ン
フ
ィ
ー
ル
ド
サ
イ
ト
に
関
す
る
情
報
の
欠
如
に
あ
っ
た
。

(

�)

環
境
上
の
汚
染
の
範
囲
や
程
度
が
明
ら
か
で
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な
い
た
め
、
再
開
発
に
必
要
な
資
金
の
調
達
や
保
険
の
利
用
が
困
難
で
あ
り
、
ま
た
実
際
の
浄
化
作
業
に
か
か
る
日
程
の
見
通
し
を

立
て
る
こ
と
が
、
汚
染
土
壌
に
つ
い
て
の
情
報
の
乏
し
い
開
発
者
に
と
っ
て
は
困
難
で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
Ｂ
Ｄ
Ａ
イ
ニ
シ
ア
テ

ィ
ブ
は
、
選
定
地
域
内
に
お
け
る
す
べ
て
の
ブ
ラ
ウ
ン
フ
ィ
ー
ル
ド
に
対
し
て
あ
ら
か
じ
め
ア
セ
ス
メ
ン
ト
を
行
っ
た
上
で
包
括
的

な
浄
化
計
画
を
策
定
す
る
こ
と
か
ら
、
ブ
ラ
ウ
ン
フ
ィ
ー
ル
ド
サ
イ
ト
情
報
の
欠
如
と
い
う
問
題
を
克
服
で
き
る
も
の
と
い
え
る
。

(

�)

ま
た
、
前
述
の
よ
う
な
関
係
当
事
者
の
広
範
な
参
加
プ
ロ
セ
ス
と
そ
れ
に
対
す
る
行
政
機
関
の
協
力
は
、
ブ
ラ
ウ
ン
フ
ィ
ー
ル
ド
再

開
発
に
お
け
る
開
発
者
の
リ
ス
ク
を
軽
減
す
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

な
お
、
運
営
委
員
会
は
、
開
発
者
が
自
分
た
ち
の
開
発
計
画
へ
の
見
直
し
な
ど
を
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
す
る
こ
と
が
で
き
る
公
開
討

論
の
場
を
提
供
す
る
が
、
こ
れ
も
ま
た
Ｂ
Ｄ
Ａ
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
の
利
点
の
一
つ
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。

(

�)

６

サ
イ
ト
の
有
効
活
用

Ｂ
Ｄ
Ａ
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
の
他
の
利
点
と
し
て
、
Ｂ
Ｄ
Ａ
計
画
を
通
じ
て
サ
イ
ト
を
用
途
に
あ
わ
せ
て
集
合
的
に
用
い
た
り
、
細

分
化
で
き
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。

(

�)

具
体
的
に
は
、
従
来
の
規
制
手
法
た
る
サ
イ
ト
ご
と
の
ブ
ラ
ウ
ン
フ
ィ
ー
ル
ド
サ
イ
ト
の
浄
化

の
よ
う
に
各
サ
イ
ト
単
位
で
の
経
済
的
価
値
を
高
め
る
だ
け
で
は
な
く
、
Ｂ
Ｄ
Ａ
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
手
続
に
所
有
者
以
外
の
第
三
者

を
取
り
込
ん
で
Ｂ
Ｄ
Ａ
地
域
全
域
の
再
生
計
画
を
策
定
す
る
こ
と
で
、
商
業
地
域
、
工
場
地
域
、
居
住
地
域
を
適
正
に
配
置
し
、
結

果
と
し
て
同
地
域
全
体
の
経
済
的
価
値
が
高
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。

(

�)

７

環
境
保
険
の
活
用

ブ
ラ
ウ
ン
フ
ィ
ー
ル
ド
サ
イ
ト
の
開
発
者
に
と
っ
て
、
未
知
の
土
壌
汚
染
が
存
在
す
る
か
も
し
れ
な
い
と
い
う
懸
念
お
よ
び
将
来
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的
に
第
三
者
か
ら
責
任
を
問
わ
れ
る
潜
在
的
な
可
能
性
が
あ
る
こ
と
が
ブ
ラ
ウ
ン
フ
ィ
ー
ル
ド
再
開
発
の
最
大
の
障
壁
で
あ
っ
た
。

(

�)

そ
こ
で
、
こ
の
よ
う
な
リ
ス
ク
に
対
応
す
る
た
め
に
は
開
発
業
者
に
よ
る
環
境
保
険
の
利
用
が
有
効
な
も
の
と
な
る
が
、
環
境
保
険

は
一
〇
〇
万
ド
ル
以
下
の
浄
化
費
用
の
場
合
に
は
保
険
業
者
に
受
け
入
れ
ら
れ
な
い
の
が
通
常
で
あ
っ
た
。
Ｂ
Ｄ
Ａ
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ

ブ
は
、
個
々
の
ブ
ラ
ウ
ン
フ
ィ
ー
ル
ド
サ
イ
ト
の
み
を
対
象
と
せ
ず
、
地
域
全
体
を
包
括
的
に
再
開
発
の
対
象
と
し
て
い
る
た
め
、

そ
の
浄
化
お
よ
び
再
開
発
費
用
も
高
額
と
な
り
、
開
発
業
者
が
環
境
保
険
を
有
効
に
利
用
で
き
る
と
い
う
メ
リ
ッ
ト
を
も
た
ら
す
も

の
に
な
っ
た
と
い
え
よ
う
。

(

�)

(

�)
D

.
E

v
an

H
o

o
k
,

Ju
d

ith
S

h
aw

,
K

e
n

n
e

th
K

lo
o
,

T
h

e
C

h
a

llen
ge

of
th

e
B

row
n

field
C

lu
sters:

Im
p

lem
en

tin
g

a
M

u
lti-site

A
p

p
roa

ch

for
B

row
n

field
R

em
ed

ia
tion

a
n

d
R

eu
se,

1
2

N
.Y

.U
.

E
N

V
T

L .
L

.J.
1

1
1
,

1
1

5
�

1
1

6
(

2
0

0
3)

.

(

�)
Id

.

(

�)
E

x
e

ctiv
e

O
rd

e
r

3
8
;

h
ttp

://w
w

w
.n

j.g
o

v
/in

fo
b

an
k

/circu
lar/e

o
m

3
8
.h

tm

同
命
令
は
、
ス
プ
ロ
ー
ル
現
象
な
ど
で
衰
退
し
た
地
域

の
再
開
発
を
促
進
す
る
た
め
に
、
行
政
機
関
相
互
の
調
和

(
co

o
rd

in
atio

n)

の
必
要
性
を
説
い
て
い
る
。Id

.

(

�)
H

o
o

k
,

S
h

aw
&

K
lo

o
,

su
p

ra
n

o
te

1
,

at
1

1
2
�

1
1

4
.

(

�)
Id

.
at

1
1

9
�

1
2

0
.

(

	)
Id

;
h

ttp
://w

w
w

.n
j.g

o
v

/d
e

p
/srp

/b
ro

w
n

fie
ld

s/b
d

a/b
d

a_
ap

p
licatio

n
_

g
u

id
e
.h

tm
.

(


)
h

ttp
://w

w
w

.n
j.g

o
v

/d
e

p
/srp

/b
ro

w
n

fie
ld

s/b
d

a/b
d

a_
ap

p
licatio

n
_

g
u

id
e

2
.h

tm
.

(

�)
Id

.

申
請
者
は
、
組
織
名
、
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
、
電
話
番
号
、
代
表
者
を
記
載
す
る
。
ま
た
、
共
同
申
請
者
の
場
合
、
そ
れ
ぞ
れ
の

情
報
を
記
載
す
る
必
要
が
あ
る
。

(

�)
Id

.

事
業
情
報
と
し
て
以
下
の
四
つ
が
記
載
さ
れ
る
。
①
例
え
ば
、
地
理
上
の
特
徴
と
し
て
、
川
や
、
水
関
連
、
高
速
道
路
な
ど
の

事
情
を
含
め
て
計
画
さ
れ
て
い
る
Ｂ
Ｄ
Ａ
の
物
理
的
な
境
界
線
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
の
情
報
。
②
提
案
さ
れ
て
い
る
Ｂ
Ｄ
Ａ
に
お
い
て
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含
ま
れ
て
い
る
地
域
の
地
図
。
③
事
業
サ
イ
ト
の
簡
単
な
情
報
（
電
鉄
や
高
速
道
路
が
配
置
さ
れ
て
い
る
と
い
っ
た
周
囲
の
状
況
、
住
居

用
・
商
業
用
・
工
業
用
等
の
サ
イ
ト
の
使
用
用
途
、
ブ
ラ
ウ
ン
フ
ィ
ー
ル
ド
の
サ
イ
ト
数
な
ど
の
情
報)

。
④
個
々
の
サ
イ
ト
の
所
有
者

名
、
住
所
、
最
近
の
使
用
用
途
お
よ
び
過
去
の
使
用
用
途
、
あ
る
い
は
す
で
に
浄
化
作
業
が
開
始
さ
れ
て
い
る
場
合
に
は
そ
の
旨
等
の
ブ

ラ
ウ
ン
フ
ィ
ー
ル
ド
サ
イ
ト
に
関
す
る
詳
細
な
情
報
。

(

�)
Id

.
運
営
委
員
会
の
メ
ン
バ
ー
と
所
属
等
の
情
報
を
記
載
す
る
。

(

�)
Id

.

運
営
委
員
会
が
選
定
さ
れ
た
方
法
が
ま
ず
記
載
さ
れ
る
。
次
に
関
連
省
庁
、
地
域
行
政
機
関
、
地
方
自
治
体
な
ど
が
そ
の
申
請

を
支
持
し
、
ま
た
は
資
金
の
援
助
を
し
て
い
る
の
で
あ
れ
ば
、
そ
の
旨
を
記
載
す
る
。
さ
ら
に
、
ブ
ラ
ウ
ン
フ
ィ
ー
ル
ド
サ
イ
ト
の
所
有

者
や
環
境
団
体
か
ら
の
支
持
が
あ
る
場
合
に
は
そ
の
旨
を
記
載
す
る
。

(

�)
Id

.

ブ
ラ
ウ
ン
フ
ィ
ー
ル
ド
浄
化
に
関
連
し
て
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
将
来
的
に
甘
受
す
る
で
あ
ろ
う
利
益
を
記
載
す
る
。
こ
れ
に
は
、

例
え
ば
大
気
質
、
水
質
へ
の
潜
在
的
な
利
益
や
、
イ
ン
フ
ラ
整
備
等
の
改
良
を
含
め
た
近
隣
の
風
景
に
対
す
る
潜
在
的
な
利
益
、
Ｂ
Ｄ
Ａ

地
域
の
人
々
の
健
康
及
び
福
利
の
改
善
利
益
、
予
想
さ
れ
る
雇
用
の
数
や
収
入
そ
し
て
そ
の
他
の
商
業
利
益
な
ど
が
あ
る
。

(

�)
Id

.

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
に
関
す
る
情
報
の
項
目
で
は
、
同
地
域
の
簡
単
な
歴
史
に
加
え
て
、
国
勢
調
査
に
基
づ
い
た
同
地
域
の

人
口
、
収
入
、
教
育
、
主
要
な
雇
用
分
野
、
同
地
域
の
主
要
交
通
手
段
や
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ワ
ー
、
さ
ら
に
は
博
物
館
、
学
校
、
教
会
、
病
院
、

図
書
館
な
ど
の
公
共
施
設
の
情
報
を
記
載
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
さ
れ
て
お
り
、
か
な
り
詳
細
な
内
容
が
要
求
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、

こ
の
他
に
も
公
園
や
公
共
ス
ペ
ー
ス

(

並
木
道
、
噴
水)
な
ど
の
情
報
や
、
同
Ｂ
Ｄ
Ａ
地
域
の
選
定
に
関
す
る
理
論
的
な
正
当
化
根
拠
や
、

Ｂ
Ｄ
Ａ
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
に
影
響
の
あ
る
経
済
開
発
地
区
の
指
定
を
受
け
て
い
る
場
合
に
は
そ
の
旨
も
記
載
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

Id
.

(

�)
H

o
o

k
,

S
h

aw
&

K
lo

o
,

su
p

ra
n

o
te

1
,

at
1

2
0
.

(

�)
S

ee
id

.
at

1
2

0
�

1
2

1
.

(

�)
h

ttp
://w

w
w

.n
j.g

o
v

/d
e

p
/srp

/b
ro

w
n

fie
ld

s/b
d

a/b
d

a_
m

o
u
.p

d
f.
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(

�)
H

o
o

k
,

S
h

aw
&

K
lo

o
,

su
p

ra
n

o
te

1
,

at
1

2
1
�

1
2

3
;

h
ttp

://w
w

w
.n

j.g
o

v
/d

e
p

/srp
/b

ro
w

n
fie

ld
s/b

d
a/b

d
a_

sy
n

o
p

sis.h
tm

.

(
�)

H
o

o
k
,

S
h

aw
&

K
lo

o
,

su
p

ra
n

o
te

1
,

at
1

2
4
;

h
ttp

://w
w

w
.n

j.g
o

v
/d

e
p

/srp
/b

ro
w

n
fie

ld
s/b

d
a/b

d
a_

sy
n

o
p

sis.h
tm

.

(
�)

H
o

o
k
,

S
h

aw
&

K
lo

o
,

su
p

ra
n

o
te

1
,

at
1

2
4
�

1
2

5
;

h
ttp

://w
w

w
.n

j.g
o

v
/d

e
p

/srp
/b

ro
w

n
fie

ld
s/b

d
a/b

d
a_

sy
n

o
p

sis.h
tm

.

(

�)
S

ee
id

.

(

�)
H

o
o

k
,

S
h

aw
&

K
lo

o
,

su
p

ra
n

o
te

1
,

at
1

2
5
�

1
2

6
.

な
お
、
こ
こ
で
Ｎ
Ｊ
Ｄ
Ｅ
Ｐ
は
、
土
壌
汚
染
浄
化
対
策
の
み
で
な
く
、
浸
透

性
の
あ
る
地
下
水
汚
染
の
被
害
に
も
並
行
し
て
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
。h

ttp
://w

w
w

.n
j.g

o
v

/d
e

p
/srp

/b
ro

w
n

fie
ld

s/b
d

a/

b
d

a_
sy

n
o

p
sis.h

tm
.

(

�)
H

o
o

k
,

S
h

aw
&

K
lo

o
,

su
p

ra
n

o
te

1
,

at
1

2
6
�

1
2

7
;

h
ttp

://w
w

w
.n

j.g
o

v
/d

e
p

/srp
/b

ro
w

n
fie

ld
s/b

d
a/b

d
a_

sy
n

o
p

sis.h
tm

.

(

�)
Id

.

(

	)

北
カ
ム
デ
ン
地
区
は
、
デ
ラ
ウ
ェ
ア
川
と
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
に
面
し
た
地
区
で
あ
り
、
同
地
域
の
緑
地
化
が
南
カ
ム
デ
ン
地
域
の

海
岸
通
に
沿
っ
て
計
画
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
様
子
が
ウ
ェ
ブ
上
で
窺
え
る
。S

ee
h

ttp
://w

w
w

.n
j.g

o
v

/d
e

p
/srp

/b
ro

w
n

fie
ld

s/b
d

a/

n
_

cam
d

e
n
.h

tm
.

(


)

ク
レ
ー
マ
ー
ヒ
ル
地
域
は
、
カ
ム
デ
ン
地
方
、
デ
ラ
ウ
ェ
ア
川
流
域
に
存
在
す
る
。
同
地
区
に
関
し
て
は
、
そ
の
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
か

ら
デ
ラ
ウ
ェ
ア
川
に
沿
っ
た
オ
ー
プ
ン
ス
ペ
ー
ス
の
配
置
や
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
施
設
の
建
設
が
計
画
さ
れ
て
い
る
。Id

.

(

�)

パ
ル
ミ
ラ
地
区
は
、
廃
棄
物
の
埋
立
地
、
私
用
空
港
、
砂
利
採
掘
業
、
軍
事
練
習
場
、
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
、
中
古
車
販
売
所
な
ど

と
居
住
区
が
混
在
し
て
い
る
地
域
で
あ
る
。
同
地
区
の
現
在
の
状
態
に
つ
い
て
、see

h
ttp

://w
w

w
.n

j.g
o

v
/d

e
p

/srp
/b

ro
w

n
fie

ld
s/b

d
a/

p
alm

y
ra/.

(

�)
A

m
y

L
u

ria,
C

on
stitu

tion
a

lly-b
a

sed
E

n
viron

m
en

ta
l

Ju
stice

S
u

its
a

n
d

T
h

eir
L

ik
ely

N
ega

tive
E

n
viron

m
en

ta
l

a
n

d
E

con
om

ic

Im
p

a
ct,

7
U

.
P

A
.

J.
C

O
N

S
T
.

L
.

5
9

1
,

5
9

1
�

5
9

5
(

2
0

0
4)

.

(


)

あ
る
論
者
に
よ
れ
ば
、
環
境
正
義
問
題
は
、｢

あ
る
個
人
ま
た
は
団
体
が
廃
棄
物
の
よ
う
な
不
均
衡
な
環
境
リ
ス
ク
を
負
担
す
る
か
、
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清
浄
な
空
気
と
い
っ
た
環
境
媒
体
の
不
公
平
な
入
手
、
も
し
く
は
、
環
境
の
意
思
決
定
過
程
に
お
け
る
不
公
平
な
参
加
の
機
会
し
か
与
え

ら
れ
な
い｣

と
き
な
ど
に
起
こ
り
や
す
い
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。Id

.
at

5
9

1
.

(
�)

S
o

u
th

C
am

d
e

n
C

itize
n

in
A

ctio
n

v
.

N
JD

E
P
;

see
id

.

(

�)
4

0
U

.
S
.

C
.§

2
0

0
0

d
.

(

�)
4

0
U

.
S
.

C
.§

3
6

0
1

d
.

(

�)

た
だ
し
、
環
境
正
義
論
者
か
ら
訴
訟
を
提
起
さ
れ
る
こ
と
を
お
そ
れ
て
関
係
当
事
者
が
ブ
ラ
ウ
ン
フ
ィ
ー
ル
ド
サ
イ
ト
を
浄
化
す
る

こ
と
を
避
け
、
さ
ら
に
ブ
ラ
ウ
ン
フ
ィ
ー
ル
ド
が
増
加
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
と
懸
念
を
示
す
者
も
い
る
。L

u
ria,

su
p

ra
n

o
te

2
7
,

at
5

9
1

�
6

1
7
.

(

�)

こ
の
よ
う
な
開
発
者
の
再
生
事
業
へ
の
保
証
は
、
オ
ー
プ
ン
ス
ペ
ー
ス
な
ど
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
施
設
の
生
成
へ
と
発
展
す
る
と

い
う
。S

ee
H

o
o

k
,

S
h

aw
&

K
lo

o
,

su
p

ra
n

o
te

1
,

at
1

4
3
�

1
4

4
.

(

�)

事
実
パ
ル
ミ
ラ
地
方
に
お
い
て
は
、
Ｂ
Ｄ
Ａ
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
に
申
請
さ
れ
る
以
前
は
四
つ
の
ブ
ラ
ウ
ン
フ
ィ
ー
ル
ド
サ
イ
ト
浄
化

事
業
が
実
施
さ
れ
て
い
た
の
に
対
し
、
選
定
後
は
二
八
の
サ
イ
ト
が
浄
化
事
業
対
象
と
な
っ
て
い
る
。H

o
o

k
,

S
h

aw
&

K
lo

o
,

su
p

ra

n
o

te
1
,

at
1

2
9
.

(

�)
S

ee
H

o
o

k
,

S
h

aw
&

K
lo

o
,

su
p

ra
n

o
te

1
,

at
1

4
6
�

1
4

8
.

具
体
的
に
は
、
と
く
に
ア
セ
ス
メ
ン
ト
の
費
用
に
あ
て
ら
れ
る
こ
と
が
多

い
。

(

	)
S

ee
H

o
o

k
,

S
h

aw
&

K
lo

o
,

su
p

ra
n

o
te

1
,

at
1

2
9
.

at
1

4
3
�

1
4

4
.

(


)
Id

.
at

1
3

4
�

1
3

5
.

(

�)
Id

.
at

1
3

0
�

1
3

2
.

(

�)

揮
発
性
有
機
化
合
物
は
ド
ラ
イ
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
施
設
に
お
い
て
頻
繁
に
使
わ
れ
て
い
る
物
質
で
あ
る
。

(


)
S

ee
H

o
o

k
,

S
h

aw
&

K
lo

o
,

su
p

ra
n

o
te

1
,

at
1

3
0
�

1
3

2
.
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(

�)
Id

.
at

1
3

6
�

1
3

7
.

こ
の
よ
う
な
処
理
が
な
さ
れ
る
の
は
、
主
に
駐
車
場
や
道
路
に
お
い
て
で
あ
る
。

(
�)

H
o

o
k
,

S
h

aw
&

K
lo

o
,

su
p

ra
n

o
te

1
,

at
1

3
7
.

(
�)
こ
の
よ
う
な
訴
訟
に
つ
い
て
は
、
山
本
浩
美

『

ア
メ
リ
カ
環
境
訴
訟
法』

(

弘
文
堂
、
二
〇
〇
二
年)

六
一
頁
、
拙
稿

｢

米
国
ス
ー

パ
ー
フ
ァ
ン
ド
法
上
の
寄
与
分
求
償
訴
訟
と
ブ
ラ
ウ
ン
フ
ィ
ー
ル
ド
問
題

C
o

o
p

e
r

判
決
の
意
義

｣

関
西
大
学
法
学
研
究
所
研

究
叢
書
第
三
五
冊

『

循
環
型
社
会
の
環
境
政
策
と
法』

(

二
〇
〇
六
年)

二
四
七
頁
参
照
。

(

�)

実
際
、
二
〇
〇
三
年
一
〇
月
に
ト
レ
ン
ト
ン
と
北
カ
ム
デ
ン
地
区
の
そ
れ
ぞ
れ
三
人
の
う
ち
の
二
人
の
関
係
当
事
者
が
Ｎ
Ｊ
Ｄ
Ｅ
Ｐ

と
浄
化
協
定
を
結
ん
だ
が
、
締
結
し
な
か
っ
た
者
に
対
し
て
は
二
〇
〇
三
年
一
一
月
に
浄
化
作
業
を
強
制
し
た
。S

ee
H

o
o

k
,

S
h

aw
&

K
lo

o
,

su
p

ra
n

o
te

1
,

at
1

3
7
�

1
3

8
.

(

�)
N

.J.
S

tat.
A

n
n
.

5
8
:1

0
�

2
3
.1

1
g
.

(

�)
S

ee
H

o
o

k
,

S
h

aw
&

K
lo

o
,

su
p

ra
n

o
te

1
,

at
1

4
0
�

1
4

1
.

(

�)
S

ee
H

o
o

k
,

S
h

aw
&

K
lo

o
,

su
p

ra
n

o
te

1
,

at
1

3
9
�

1
4

2
.

(

	)
Id

.
at

1
4

2
.

(


)
Id

.
at

1
3

2
�

1
3

3
.

(

�)
S

ee
id

.

(

�)
H

o
o

k
,

S
h

aw
&

K
lo

o
,

su
p

ra
n

o
te

1
,

at
1

3
3
�

1
3

4
.

(


)
S

ee
id

.

(

�)
S

ee
id

.

(

�)
S

ee
id

.
at

1
4

5
�

1
4

6
.

(

�)
S

ee
id

.

(

�)
S

ee
id

.
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(

�)
S

ee
id

.
at

1
4

8
�
-1

4
9
.

た
と
え
ば
、
あ
る
Ｂ
Ｄ
Ａ
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
に
お
い
て
は
、
い
く
つ
か
の
ブ
ラ
ウ
ン
フ
ィ
ー
ル
ド
サ
イ
ト
が

組
み
合
わ
さ
っ
て
商
業
地
域
を
形
成
し
、
別
の
Ｂ
Ｄ
Ａ
で
も
駐
車
場
を
作
る
た
め
に
ブ
ラ
ウ
ン
フ
ィ
ー
ル
ド
サ
イ
ト
を
組
み
合
わ
せ
た
と

い
う
。Id

.

(

�)
S

ee
id

.
at

1
4

8
�

1
4

9
.

(

�)
S

ee
id

.
at

1
4

9
�

1
5

0
.

(

�)
S

ee
id

.

お

わ

り

に

本
稿
で
は
、
ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
州
の
土
壌
汚
染
対
策
立
法
を
概
観
し
、
適
法
領
域
内
の
ブ
ラ
ウ
ン
フ
ィ
ー
ル
ド
に
対
す
る
新
た

な
政
策
的
な
取
り
組
み
で
あ
る
Ｂ
Ｄ
Ａ
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
に
つ
い
て
検
討
し
て
き
た
。
こ
の
よ
う
な
ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
州
の
土
壌

汚
染
浄
化
政
策
か
ら
、
わ
が
国
の
土
壌
汚
染
浄
化
政
策
の
議
論
に
ど
の
よ
う
な
示
唆
が
得
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
か
。

わ
が
国
で
は
、
農
用
地
や
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
に
よ
る
汚
染
地
に
対
す
る
法
的
規
制
は
従
来
か
ら
置
か
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
そ
れ

以
外
の
市
街
地
に
対
す
る
法
的
規
制
は
な
さ
れ
て
お
ら
ず
、
そ
の
法
制
度
の
整
備
が
予
て
か
ら
望
ま
れ
て
い
た
が
、
二
〇
〇
二
年
五

月
に
よ
う
や
く

｢

土
壌
汚
染
対
策
法｣

が
制
定
さ
れ
、
二
〇
〇
三
年
二
月
よ
り
施
行
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

(

�)

本
法
は
、
土
壌
の
特

定
有
害
物
質
に
よ
る
人
の
健
康
被
害
の
防
止
を
目
的
と
し
て

(
一
条)

、
有
害
物
質
使
用
特
定
施
設
の
廃
止
時

(

三
条)

も
し
く
は

知
事
等
が
土
壌
汚
染
に
よ
り
人
の
健
康
被
害
が
生
ず
る
お
そ
れ
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
に

(

四
条)

、
土
壌
汚
染
の
状
況
の
調
査
お

よ
び
浄
化
義
務
を
ま
ず
第
一
に
土
地
所
有
者
に
課
す
と
し
た
も
の
で
あ
る
。
加
え
て
、
地
方
自
治
体
レ
ベ
ル
で
も
、
汚
染
土
壌
に
よ

る
人
の
健
康
被
害
の
防
止
を
目
的
と
し
た
対
策
が
一
九
九
〇
年
代
中
ご
ろ
か
ら
条
例
で
規
定
さ
れ
、

(

�)

現
在
ま
で
多
く
の
自
治
体
で
土
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壌
汚
染
対
策
条
例
が
制
定
さ
れ
る
に
至
っ
て
い
る
。

(

�)

こ
れ
ら
土
壌
汚
染
対
策
条
例
の
主
た
る
特
徴
は
、

(

�)

土
壌
汚
染
対
策
法
が
定
め
る

調
査
、
浄
化
義
務
よ
り
も
広
範
な
義
務
を
課
し
て
い
る
点
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
ま
ず
第
一
に
、
土
壌
汚
染
対
策
法
で
は
、
前
述
の

三
条
お
よ
び
四
条
の
二
つ
の
場
合
に
の
み
調
査
の
機
会
を
限
定
し
て
い
る
が
、
多
く
の
条
例
で
は
大
規
模
な
土
地

(

三
〇
〇
〇
㎡
以

上)

の
形
質
変
更
時
に
土
地
の
改
変
者
や
土
地
の
所
有
者
等
に
調
査
義
務
を
課
し
て
い
る
。
第
二
に
、
前
述
の
と
お
り
土
壌
汚
染
対

策
法
で
は
、
有
害
物
質
使
用
特
定
施
設
の
廃
止
時
の
み
に
調
査
の
機
会
を
限
定
し
て
い
る
が
、
い
く
つ
か
の
条
例
で
は
有
害
物
質
使

用
特
定
施
設
等
を
設
置
し
て
い
る
工
場
敷
地
内
の
土
地
の
形
質
変
更
時
に
調
査
義
務
を
課
し
て
い
る
。
第
三
に
、
い
く
つ
か
の
条
例

で
は
、
土
壌
汚
染
対
策
法
が
対
象
と
す
る
有
害
物
質
使
用
特
定
施
設
の
廃
止
時
に
加
え
、
た
と
え
ば
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
対
策
特
別
措

置
法
に
定
め
る
特
定
施
設
の
廃
止
時
等
に
も
調
査
義
務
を
課
し
て
い
る
。

(

�)

こ
の
よ
う
に
条
例
レ
ベ
ル
で
は
、
汚
染
サ
イ
ト
の
調
査
・

浄
化
義
務
を
土
壌
汚
染
対
策
法
よ
り
も
拡
張
し
て
い
る
が
、
こ
の
よ
う
な
上
乗
せ
・
横
だ
し
条
例
が
許
容
さ
れ
る
か
否
か
が
問
題
と

な
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
土
壌
汚
染
の
程
度
は
地
域
に
よ
っ
て
大
き
く
異
な
っ
て
く
る
の
は
当
然
で
あ
り
、
そ
の
地
域
の
特
性

に
応
じ
た
規
制
の
仕
組
み
を
設
け
な
け
れ
ば
有
効
な
土
壌
汚
染
対
策
と
な
ら
な
い
の
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
従
っ
て
、
土
壌
汚
染
対

策
法
の
定
め
る
義
務
を
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ミ
ニ
マ
ム
の
規
制
と
捉
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

(

�)

こ
の
よ
う
な
上
乗
せ
・
横
だ
し
条
例
を
認
め
る

こ
と
こ
そ
が
、
わ
が
国
に
お
い
て
実
効
的
な
土
壌
汚
染
対
策
を
展
開
、
発
展
し
て
い
く
た
め
に
必
要
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。
こ
の
よ

う
に
考
え
る
な
ら
ば
、
上
記
の
よ
う
な
上
乗
せ
・
横
だ
し
条
例
に
よ
る
土
壌
汚
染
対
策
に
期
待
す
る
と
こ
ろ
は
大
き
い
が
、
こ
れ
ら

の
条
例
お
よ
び
土
壌
汚
染
対
策
法
に
は
な
お
も
多
く
の
課
題
が
残
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
、
そ
の
課
題
の
全
て
を
挙
げ
る
こ
と
は
で

き
な
い
が
、

(

�)

そ
の
一
つ
と
し
て
本
稿
で
と
り
あ
げ
た
ブ
ラ
ウ
ン
フ
ィ
ー
ル
ド
問
題
が
あ
る
。
敷
衍
す
れ
ば
、
土
壌
汚
染
対
策
法
お
よ

び
土
壌
汚
染
対
策
条
例
に
よ
る
法
的
な
規
制
の
み
で
は
対
応
で
き
な
い
領
域
の
ブ
ラ
ウ
ン
フ
ィ
ー
ル
ド
へ
の
対
応
が
わ
が
国
で
も
望

ま
れ
て
い
る
。
二
〇
〇
六
年
二
月
現
在
、
わ
が
国
に
お
け
る
土
壌
汚
染
対
策
法
上
の
浄
化
対
策
措
置
が
必
要
な

｢

指
定
区
域｣

と
し
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て
一
〇
六
件
の
汚
染
サ
イ
ト
が
指
定
さ
れ
て
い
る
が
、

(

�)

こ
の
他
に
も
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
施
設
跡
地
、
病
院
跡
地
、
学
校
跡
地
な
ど
は
潜

在
的
に
汚
染
の
可
能
性
の
あ
る
土
地
が
多
く
、
こ
の
よ
う
な
土
地
も
ブ
ラ
ウ
ン
フ
ィ
ー
ル
ド
と
し
て
将
来
的
な
浄
化
対
策
が
必
要
で

あ
る
と
い
え
よ
う
。
そ
の
意
味
で
、
本
稿
で
検
討
し
て
き
た
よ
う
な
ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
州
の
ブ
ラ
ウ
ン
フ
ィ
ー
ル
ド
政
策
は
参
考

に
な
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

こ
れ
ま
で
検
討
し
て
き
た
よ
う
に
、
ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
州
で
は
、
Ｉ
Ｓ
Ｒ
Ａ
を
は
じ
め
と
し
た
厳
格
な
法
規
制
を
敷
い
た
う
え

で
、
Ｂ
Ｄ
Ａ
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
に
よ
っ
て
法
定
基
準
値
以
下
の
汚
染
サ
イ
ト
、
い
わ
ば
適
法
領
域
内
の
ブ
ラ
ウ
ン
フ
ィ
ー
ル
ド
に
つ

い
て
も
そ
の
浄
化
政
策
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
こ
の
Ｂ
Ｄ
Ａ
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
の
内
容
、
利
点
に
つ
い
て
は
す
で
に
検
討
し
た
が
、

こ
の
考
察
か
ら
Ｂ
Ｄ
Ａ
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
の
注
目
す
べ
き
特
徴
と
し
て
以
下
の
三
点
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
一
に
、
従
来
は
規
制
の
対
象
で
あ
っ
た
開
発
者
と
行
政
機
関
と
の
協
働
的
な
政
策
で
あ
る
点
で
あ
る
。
具
体
的
に
は
、
法
定
基

準
値
を
下
回
る
よ
う
な
汚
染
サ
イ
ト
の
浄
化
、
つ
ま
り
適
法
領
域
内
の
汚
染
を
減
少
さ
せ
る
た
め
に
は
開
発
者
自
身
に
よ
る
積
極
的

な
取
り
組
み
が
不
可
欠
で
あ
る
と
い
え
る
。
こ
の
点
、
前
述
し
た
よ
う
に
Ｂ
Ｄ
Ａ
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
に
お
い
て
は
、
行
政
が
開
発
者

に
補
助
金
や
税
制
優
遇
措
置
な
ど
の
財
政
的
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
を
与
え
、
浄
化
作
業
が
終
了
し
た
際
に
は
行
政
機
関
が
継
続
措
置
免

除
確
認
書
、
訴
訟
放
棄
誓
約
書
な
ど
の
証
明
書
を
発
行
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
そ
の
責
任
負
担
を
担
保
し
て
い
る
。
ま
た
、
実
際
の
浄

化
事
業
に
お
い
て
行
政
機
関
は
監
督
者
た
る
役
割
を
担
っ
て
い
る
。
以
上
か
ら
行
政
機
関
と
開
発
者
は
協
働
し
て
ブ
ラ
ウ
ン
フ
ィ
ー

ル
ド
浄
化
作
業
を
進
め
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
こ
の
よ
う
な
協
働
作
業
は
、
法
定
の
基
準
を
超
過
す
る
汚
染
行
為
に
対
す
る
規
制
と

い
う
従
来
型
の
環
境
規
制
か
ら
、
適
法
領
域
内
の
環
境
へ
の
負
荷
を
可
能
な
限
り
減
ら
そ
う
と
す
る
環
境
政
策
自
体
の
目
標
が
変
わ

り
つ
つ
あ
る
現
代
に
お
い
て
有
効
な
手
段
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
Ｂ
Ｄ
Ａ
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
に
お
い
て
は
、
開
発
者
だ
け

で
は
な
く
地
域
住
民
や
環
境
保
護
団
体
と
行
政
機
関
が
協
働
し
て
浄
化
事
業
に
あ
た
っ
て
お
り
、
特
徴
的
で
あ
る
。
Ｂ
Ｄ
Ａ
イ
ニ
シ
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ア
テ
ィ
ブ
を
は
じ
め
と
す
る
ブ
ラ
ウ
ン
フ
ィ
ー
ル
ド
土
壌
汚
染
浄
化
政
策
は
、
単
な
る
有
害
物
質
の
除
去
や
健
康
被
害
の
阻
止
を
意

味
す
る
も
の
で
は
な
く
、
土
壌
汚
染
に
よ
っ
て
地
域
環
境
が
損
な
わ
れ
荒
廃
し
た
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
ド
ー
ナ
ツ
化
現
象
問
題

お
よ
び
雇
用
問
題
を
含
め
た
地
域
問
題
の
改
善
を
目
的
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
そ
の
際
に
、
ど
の
地
域
を
ど
の
よ
う
な
方
法
で
ど
の

程
度
浄
化
し
て
い
く
か
は
開
発
事
業
者
の
み
な
ら
ず
周
辺
地
域
住
民
の
意
思
を
抜
き
に
し
て
は
決
定
で
き
る
も
の
で
は
な
く
、
浄
化

計
画
の
策
定
段
階
か
ら
地
域
住
民
の
意
思
を
反
映
さ
せ
、
開
発
者
や
行
政
機
関
と
と
も
に
地
域
住
民
が
浄
化
計
画
の
段
階
か
ら
浄
化

事
業
の
一
端
を
担
う
こ
と
が
で
き
る
仕
組
み
が
望
ま
れ
る
。
具
体
的
に
Ｂ
Ｄ
Ａ
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
に
お
い
て
は
、
開
発
者
と
と
も
に

地
域
住
民
や
環
境
団
体
を
そ
の
構
成
員
と
す
る
運
営
委
員
会
が
浄
化
計
画
策
定
お
よ
び
実
際
の
浄
化
事
業
を
行
い
、
ケ
ー
ス
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー
が
同
事
業
全
体
を
通
じ
て
監
督
役
も
し
く
は
仲
介
人
の
役
割
を
果
た
す
こ
と
で
地
域
住
民
の
適
切
な
意
思
形
成
を
支
援
し
て

い
る
。
た
だ
し
、
Ｂ
Ｄ
Ａ
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
自
体
が
法
定
さ
れ
た
も
の
で
は
な
く
政
策
的
な
取
り
組
み
で
あ
る
た
め
に
、
公
私
の
馴

れ
合
い
が
懸
念
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
な
お
、
地
域
住
民
が
積
極
的
に
意
思
決
定
に
参
加
で
き
る
前
提
と
し
て
、
同
地
域
に
関
す

る
情
報
や
浄
化
事
業
に
関
す
る
情
報
が
随
時
適
切
に
公
開
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
不
可
欠
で
あ
る
。
こ
の
点
、
Ｎ
Ｊ
Ｄ
Ｅ
Ｐ
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
は
、
ブ
ラ
ウ
ン
フ
ィ
ー
ル
ド
サ
イ
ト
の
地
図
上
の
場
所
の
一
覧
表
、

(

�)

Ｂ
Ｄ
Ａ
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
を
含
め
た
ブ
ラ
ウ
ン
フ
ィ

ー
ル
ド
サ
イ
ト
の
浄
化
計
画
の
プ
ロ
セ
ス
な
ど
ブ
ラ
ウ
ン
フ
ィ
ー
ル
ド
に
関
す
る
詳
細
な
情
報
が
公
開
さ
れ
て
お
り
注
目
に
値
す
る
。

第
二
に
、
第
一
点
と
も
関
連
す
る
が
、
Ｂ
Ｄ
Ａ
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
に
お
い
て
行
政
部
門
の
総
合
調
整
が
は
か
ら
れ
て
い
る
点
で
あ

る
。
従
来
、
ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
州
に
お
い
て
も
汚
染
媒
体
ご
と
に
行
政
組
織
が
縦
割
り
に
さ
れ
、
個
々
独
立
の
規
制
が
行
わ
れ
て

き
た
。
し
か
し
、
Ｂ
Ｄ
Ａ
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
に
お
い
て
は
行
政
内
部
の
Ｂ
Ｄ
Ａ
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
に
対
す
る
統
一
的
な
意
思
形
成
を

目
的
と
し
て
縦
割
行
政
の
総
合
調
整
が
は
か
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
ケ
ー
ス
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
は
公
私
の
仲
介
人
と
し
て
の
役
割
だ
け

で
は
な
く
、
公
の
統
一
的
な
意
思
形
成
の
総
合
調
整
役
と
し
て
の
役
割
も
果
た
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
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第
三
に
、
Ｂ
Ｄ
Ａ
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
は
、
従
来
の
サ
イ
ト
ご
と
の
土
壌
汚
染
規
制
で
は
な
く
、
そ
の
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
広

域
的
な
都
市
計
画
を
視
野
に
入
れ
た
浄
化
計
画
を
策
定
す
る
こ
と
か
ら
、
同
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
に
お
け
る
総
合
的
な
土
地
利
用

を
検
討
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
利
点
が
あ
り
、
同
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
全
域
の
発
展
に
つ
な
が
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

以
上
の
よ
う
な
Ｂ
Ｄ
Ａ
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
の
最
も
特
筆
す
べ
き
点
は
、
浄
化
事
業
全
体
を
通
じ
て
開
発
事
業
者
、
地
域
住
民
な
ど

私
人
が
積
極
的
に
そ
の
プ
ロ
セ
ス
に
参
加
し
、
公
私
が
一
体
と
な
っ
て
協
働
す
る
政
策
的
な
取
り
組
み
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
あ
ろ

う
。

(

�)

こ
れ
は
法
的
規
制
の
網
に
は
か
か
ら
な
い
領
域
の
実
際
の
浄
化
政
策
と
し
て
有
効
な
も
の
で
あ
り
、
わ
が
国
の
土
壌
汚
染
浄
化

政
策
を
考
え
る
上
で
も
有
用
な
モ
デ
ル
ケ
ー
ス
と
な
り
え
よ
う
。
例
え
ば
、
わ
が
国
に
お
い
て
も
Ｂ
Ｄ
Ａ
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
の
運
営

委
員
会
の
よ
う
に
、
所
有
者
、
開
発
者
、
地
域
住
民
、
環
境
保
護
団
体
、
学
識
経
験
者
、
自
治
体
等
の
多
数
の
利
害
関
係
人
が
参
加

し
、
地
域
の
土
壌
汚
染
政
策
の
策
定
の
中
心
的
な
役
割
を
担
う
協
議
会
の
よ
う
な
組
織
作
り
が
必
要
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

(

�)

ま
た
、

Ｂ
Ｄ
Ａ
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
は
、
広
域
的
な
都
市
計
画
を
念
頭
に
お
い
て
実
際
の
ブ
ラ
ウ
ン
フ
ィ
ー
ル
ド
浄
化
計
画
を
策
定
し
、
地
域

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
全
域
の
発
展
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
指
し
た
も
の
で
あ
り
、
わ
が
国
の
土
壌
汚
染
対
策
も
地
域
の
特
性
に
あ
わ
せ

た
都
市
計
画
と
い
う
観
点
か
ら
捉
え
て
い
く
こ
と
も
必
要
で
あ
ろ
う
。

わ
が
国
は
、
土
壌
汚
染
対
策
法
お
よ
び
土
壌
汚
染
対
策
条
例
の
制
定
に
よ
り
、
よ
う
や
く
土
壌
汚
染
対
策
に
本
格
的
に
乗
り
出
し

た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
土
壌
汚
染
を
は
じ
め
と
し
た
環
境
汚
染
は
、
地
域
に
よ
っ
て
汚
染
物
質
ま
た
は
そ
の
汚
染
の
程
度
も
異
な
り
、

そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
特
性
に
あ
わ
せ
た
対
応
策
が
必
要
と
な
る
。
そ
こ
で
わ
が
国
で
も
、
地
域
の
特
性
に
あ
わ
せ
た
土
壌
汚
染
対
策

条
例
の
策
定
の
よ
う
な
法
的
規
制
と
Ｂ
Ｄ
Ａ
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
の
よ
う
な
政
策
的
な
取
り
組
み
を
包
括
的
に
取
り
入
れ
た
土
壌
汚
染

対
策
が
求
め
ら
れ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
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(

�)

土
壌
汚
染
対
策
法
の
詳
し
い
内
容
に
つ
い
て
は
、
本
稿
で
は
紙
面
の
都
合
上
割
愛
す
る
こ
と
に
す
る
。
ま
た
、
本
法
に
関
す
る
文
献

は
枚
挙
に
い
と
ま
が
な
い
が
、
た
と
え
ば
小
澤
英
明

『

土
壌
汚
染
対
策
法』
(

白
揚
社
、
二
〇
〇
三
年)

、
平
田
厚

『

Ｑ
＆
Ａ
土
壌
汚
染

対
策
法
解
説』

(

三
省
堂
、
二
〇
〇
三
年)

、
高
橋
滋

｢

土
壌
汚
染
対
策
法
の
論
点｣

ジ
ュ
リ
ス
ト
一
二
三
三
号

(

二
〇
〇
二
年)

七
頁
、

高
橋
滋

｢
ス
ト
ッ
ク
公
害
対
策
に
お
け
る
法
制
度
の
あ
り
方

土
壌
汚
染
対
策
法
の
検
討

｣

環
境
情
報
科
学
三
一
巻
三
号

(

二
〇

〇
二
年)
二
頁
、
大
塚
直

｢

土
壌
汚
染
対
策
法
の
法
的
評
価｣

ジ
ュ
リ
ス
ト
一
二
三
三
号

(

二
〇
〇
二
年)

一
五
頁
、
黒
川
陽
一
郎

｢

土

壌
汚
染
対
策
法
の
概
要｣

ジ
ュ
リ
ス
ト
一
二
三
三
号

(

二
〇
〇
二
年)

三
頁
、
牛
嶋
仁

｢

土
壌
汚
染
対
策
法
の
意
義
と
課
題

実
効
性

を
中
心
に｣

福
岡
大
学
論
叢
四
八
巻
三
・
四
号

(

二
〇
〇
四
年)

二
六
三
頁
な
ど
が
あ
る
。

(

�)

土
壌
汚
染
対
策
が
規
定
さ
れ
た
初
期
の
条
例
と
し
て
は
、
一
九
九
六
年
の

｢

新
潟
県
生
活
環
境
の
保
全
等
に
関
す
る
条
例｣

が
あ
る
。

(

�)

た
と
え
ば
、｢

神
奈
川
県
生
活
環
境
の
保
全
に
関
す
る
条
例｣

、｢

都
民
の
健
康
と
安
全
を
確
保
す
る
環
境
に
関
す
る
条
例｣

(

東
京
都)

、

｢

埼
玉
県
環
境
保
全
条
例｣

、｢

大
阪
府
生
活
環
境
の
保
全
等
に
関
す
る
条
例｣

な
ど
が
あ
る
。
な
お
、
神
奈
川
県
条
例
に
つ
い
て
は
、
武

繁
春

｢

神
奈
川
県
に
お
け
る
土
壌
汚
染
の
取
り
組
み
に
つ
い
て｣

環
境
情
報
科
学
三
一
巻
三
号

(

二
〇
〇
二
年)

一
三
頁
、
東
京
都
条
例

に
つ
い
て
は
中
村
謙
一
郎

｢

東
京
都
の
土
壌
・
地
下
水
汚
染
対
策｣

資
源
環
境
対
策
三
八
巻
九
号

(

二
〇
〇
二
年)

四
三
頁
参
照
。

(

�)

土
壌
汚
染
対
策
条
例
に
つ
い
て
論
じ
た
文
献
と
し
て
は
、
牛
嶋
仁

｢

土
壌
汚
染
対
策
条
例
の
意
義
と
課
題｣

『

小
高
剛
先
生
古
稀
祝

賀
・
現
代
の
行
政
紛
争』

(

成
文
堂
、
二
〇
〇
四
年)
一
一
一
頁
、
岸
川
敏
郎

｢

土
壌
汚
染
対
策
法
と
条
例
に
よ
る
土
壌
汚
染
対
策｣

ジ

ュ
リ
ス
ト
一
二
三
三
号

(

二
〇
〇
二
年)

三
〇
頁
な
ど
が
あ
る
。

(

�)

な
お
、
大
阪
府
な
ど
は
土
壌
汚
染
対
策
法
上
の
二
五
種
類

(
鉛
、
砒
素
、
ト
リ
ク
ロ
ロ
エ
チ
レ
ン
、
水
銀
な
ど)

の
規
制
対
象
物
質

に
加
え
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
を
加
え
て
い
る
。
こ
の
規
制
対
象
物
質
に
つ
い
て
は
、
土
壌
汚
染
対
策
法
施
行
令
第
一
条
参
照
。

(

�)

牛
嶋
・
前
掲
註(

�)

一
二
三
頁
参
照
。

(

�)

土
壌
汚
染
対
策
法
の
問
題
点
に
つ
い
て
は
、
畑
明
郎

『

拡
大
す
る
土
壌
・
地
下
水
汚
染

土
壌
汚
染
対
策
法
と
汚
染
の
現
実』

(

世

界
思
想
社
、
二
〇
〇
四
年)

二
五－

六
五
頁
、
拙
稿

｢

ア
メ
リ
カ
の
土
壌
汚
染
政
策
に
お
け
る
一
考
察

ブ
ラ
ウ
ン
フ
ィ
ー
ル
ド
政
策
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を
中
心
と
し
て

｣

同
志
社
法
学
五
五
巻
三
号

(

二
〇
〇
三
年)

六
五－

七
七
頁
等
を
参
照
さ
れ
た
い
。

(
�)

環
境
省
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジh

ttp
://w

w
w

.e
n

v
.g

o
.jp

/w
ate

r/in
d
e

x
.h

tm
l.

参
照
。
な
お
、
二
〇
〇
四
年
二
月
段
階
で
は
一
四
件
、
二
〇

〇
五
年
二
月
段
階
で
は
五
六
件
の
汚
染
サ
イ
ト
が
指
定
区
域
と
し
て
指
定
さ
れ
て
お
り
、
徐
々
に
で
は
あ
る
が
指
定
区
域
は
増
え
て
い
る

状
況
に
あ
る
。

(

�)
S

ee
h

ttp
://w

w
w

.n
j.g

o
v

/d
e

p
/srp

/k
cs-n

j/.

(

�)

こ
の
点
、
ド
イ
ツ
に
お
い
て
は
、
協
働
原
則

(
K

o
o

p
e

ratio
n

sp
rin

zip)

が
環
境
政
策
お
よ
び
環
境
法
の
基
本
原
則
の
一
つ
と
し
て

位
置
付
け
ら
れ
て
お
り
、
参
加
規
定
を
は
じ
め
と
し
て
様
々
な
現
行
法
規
の
中
に
具
体
化
さ
れ
て
い
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。
ド
イ
ツ
の
協

働
原
則
に
つ
い
て
は
、
大
久
保
規
子

｢

ド
イ
ツ
環
境
法
に
お
け
る
協
働
原
則

環
境
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
政
策
関
与
形
式

｣

群
馬
大
学
社

会
情
報
学
部
研
究
論
集
三
巻

(
一
九
九
七
年)

八
九
頁
、
岡
田
幸
代

｢

ド
イ
ツ
環
境
政
策
に
お
け
る
協
働
原
則｣

早
稲
田
法
学
会
誌
第
五

一
巻(

二
〇
〇
一
年)

一
九
三
頁
、
清
野
幾
久
子｢

ド
イ
ツ
環
境
保
護
に
お
け
る
協
働
原
則

ド
イ
ツ
連
邦
憲
法
裁
判
所
と
協
働
原
則｣

法
律
論
叢
七
三
巻
四
・
五
号

(

二
〇
〇
一
・
二
〇
〇
二
年)

二
七
頁
、
山
本
隆
司

｢

公
私
協
働
の
法
構
造｣

『

金
子
宏
先
生
古
稀
祝
賀
・

公
法
学
の
法
と
政
策

(

下
巻)』
(

有
斐
閣
、
二
〇
〇
〇
年)

五
三
三
頁
参
照
。
わ
が
国
に
お
い
て
も
、
ま
ち
づ
く
り
や
福
祉
、
環
境
の
分

野
で
は
公
私
協
働
と
呼
ぶ
の
に
相
応
し
い
現
象
も
見
ら
れ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
山
田
洋

｢

参
加
と
協
働｣

自
治
研
究
八
〇
巻
八
号

(

二
〇
〇
四
年)

二
五
頁
、
角
松
生
史

｢

公
私
協
働
の
位
相
と
行
政
法
理
論
へ
の
示
唆

都
市
再
生
関
連
諸
法
を
め
ぐ
っ
て

｣

公

法
研
究
六
五
号

(

二
〇
〇
三
年)

二
〇
〇
頁
参
照
。
ま
た
芝
池
教
授
は
、
公
私
協
働
論
を

｢

行
政
権
の
統
制
論
に
お
い
て
、
未
知
の
、
し

か
し
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
課
題｣

で
あ
る
と
捉
え
た
上
で
、｢

環
境
保
護
の
分
野
で
の
公
私
協
働
論
は
広
く
受
け
容
れ
ら
れ
る

も
の
で
あ
ろ
う｣

と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
芝
池
義
一

｢

行
政
法
理
論
の
回
顧
と
展
望｣

公
法
研
究
六
五
号

(

二
〇
〇
三
年)

六
〇
、
七
一

頁
参
照
。

(

�)

佐
無
田
光

｢

〈
書
評
〉
畑
明
郎
著

『

拡
大
す
る
土
壌
・
地
下
水
汚
染

土
壌
汚
染
対
策
法
と
汚
染
の
現
実』｣

環
境
と
公
害
三
四
巻

二
号

(

二
〇
〇
四
年)

七
〇
頁
参
照
。
な
お
、
牛
嶋
教
授
は
、
土
壌
汚
染
対
策
条
例
の
立
法
課
題
と
し
て

｢

市
民
の
参
加
権
の
保
障｣

を
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挙
げ
、｢

対
策
に
関
す
る
説
明
会
の
開
催
と
意
見
書
の
提
出
を
条
例
で
義
務
づ
け
る｣

こ
と
を
提
案
す
る
。
牛
嶋
・
前
掲
註(

�)

二
七
五

頁
参
照
。
こ
の
よ
う
な
義
務
付
け
は
、
わ
が
国
に
お
け
る
公
私
が
一
体
と
な
っ
て
協
働
し
て
行
う
土
壌
汚
染
対
策
を
促
進
す
る
も
の
と
な

ろ
う
。

ニュージャージー州における土壌汚染浄化政策
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